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質於質 一上司ユ技 ヲ 質

調グ調 J、用月油従手 九調
査ノV 査 前鎖ノ回事柑 月 ・査
ヲ鮭ヲ 年物交ノジ見 ーー ヲ

武藻飯 度調約製秋技 亙本

回土野 ヨ 二園田手 タ 問

投ヲ技 p 査週ニ牒ギ 約投

手調手 繕 日著本間 三手

地査地 績 千手荘技 筒松

形ジ形 ミJ 葉セ油手 月田

調lタ測 島 感 '} 田松 関投

量.＇｝ 量 意艮 下 並回 山手
ヲ ヲ 一

ノ ユ技 形清

捨 捲 重 天 院手 牒山

任 任 自民 然 内清 最技

シ’ シ’
本愛

克 油 UI 上手
九 入 斯 田技 泊地

月 月 全日 ヲ ノ手 固形

ヨ ヨ 面画 調 製村 ノ 調l 八

'} リ 島 査 園田 調量

一 九 五 ジ ヲ技 査ヲ

月 月 略、 タ 完手 ュ携

ーー ーー 下 '} 了大 従任

亙 亙 ノ シ悶 事ジ
'} '} 調 秋雇 ジ小

約 約 査 田鈴 タ }II



ア本鍍 石 以約第蛙技第約第 三
ノ,, 年 物 井 上三 五 目 手四 ニ 三倍
タ皮陳 技ノ 箇班粘政班筒班月
9 ：.. 列 手外 月 J、士雄 ノ、月 J、間

設於館鍍 J、 千間 木 耐地清閉伊ニ

ニア 十谷頑 村 火形野熊原重
謝樋 J、 物月技島投粘測技本技騒

意上回陳 ヨ師牒師 土 量師牒師下

ヲ専月 タリ Y J、 下地 及 ヲ 地 下地 ユ

表タC落館 十九ニ 質 石 携質ニ質於
ス 郎 成 一月 於調英任調於調ケ
ヨ るノ 月 ヨ ケ査砂シ査グ査 JV

9 爾 .=. )/ JV ヲヲ 十 ヲ JV ヲ粘

理来 亙十石西調 一 億陶山土

木陳 9 月英郷査月任土日駐

耐列 約ニ砂投 ジ ヨシ耐技岩‘

火 品 二亙及手タ 7 鈴火手鑑
粘準 a週 リ 粘地 ヲ 二 木粘地石

土理 日約 土 形 月 技土形及
褐 中 山三ヲ 測 ユ曾手石測浮
炭 ナ 形週調 量 亙 綿量 石
煤 リ 府；日査ヲ '} 我ヲ ヲ 砂

焼 最秋 シ 櫓 約技調搭 ヲ

褐 上回タ任 ニ手査任調

茨 郡牒 ') シ’ 箇 之ジシ 査｜
練 ノ 由 十 月 ヲ タ十ジ｜
決 石 利 一 間補 9 月タ

、九 ノ 英郡 月 愛助 ヨ ') 

五 砂 石 ヨ 創ジ , 
種－ ヲ津 ') 牒松 十
白星a、．

調 村 一 下 島 一，、 一
貼 査 ノ 月 品 技 月
ノ ジ 白 一ー 於 手 一
寄 タ 土 亙 ヶ中 J亙
贈 9 ヲ ') JV 村 リ、



ノン業ニ之師事十 念巴ヲ幅展
甚等ヲナヵ濁ノ二 ’円 成奈出向賢

タ四開ク準 A.先月 ヲ馬品四曾

困人始？備ナ畳二 贈太セ十出

難 J、セ y ニク者十康付卒 9 高品
ナ其 9 7 著？夕日 セ洋 、分

JV 技同主手ン 9 和 9 高 ノ文

ト師十任ジト明国務 圏 一部
遁タ五ト同共治維 博 大省
嘗 9 年ジ十＝十四 覧 日主
ナ差地外二地年郎 曾 本催
ノV ジ質＝宅質文死 ヨ 帝鍍

．技地調三ナ調部去 ') 闘物

術質査名ク査省シ 嚢 中文
官調所ノマノ在タ ニ 部明

，ノ査ノ濁ど急職 ＇）. 本 西展
僅 J、設逸ヲ務中氏 所 部覧

少本立技丈ヲ齢 J、 ョ 及曾
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JV ニラヲ省へカ所 出 南縮
ト於ノV シヨアエノ 品 部尺
及ァ、；；－ ＇） 政二創 ジ f 鏡

各未ャ技鱒府十立 タ 産百
般グ氏術傭ニ二者 ' JV 園高
ノ経 J、方シ建歳＝ 標 二分

準験所面翌議手・ジ 本 幅ノ
備ナ長ヲ十ジ ’シア 地 並ー
ヲキユ億三議 7 本 園 二日

要事任嘗年容東邦 模 鍍本
ス業セセ氏レ京ュ 型 物帝
ノレユラシ／ク大於 ， 等 標園
毛ジレメ監 ν 事ゲ ユ 本地

ノアナ以督ア御ノV 劃 五質

ア調クアノ翌雇地 ジ 拾園

ノV 査マ事下年数質 記 貼ー

。
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年六十二治明至 年三十二治明至
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）師動哀ヲ者 ＝－・ v 業事簿外ノ

小針木左悼代ニ注 ＇）. ノ業メ園如
ノノ表ジキ退潟，、欧人ク

林尾 村如意 ジ プ 本官メ 全洲 ヲ ナ

異慶
ジ ヲ プ 功邦後輩グ ι 侯 フ__.__ 

／、
表 霊 績ニ 氏捧本出 タ J竜

銭 ;j( 郎 コξ 自可 ノ 於 J、 セ 邦張ス カ日
頴グ 去を ラ人 セ ジ之;:. 
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物費消臨 ト費本 師腐手手
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査書調業 件額度十回烏竹谷村
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本ユヲセ珊十類於於 J、本

所於再ノV ナ一七アア本年 工業原
ヨア閲 J、 p 総百三十所皮
9 陸セ欧其計入総 ，てニユ ‘ 料

園地ジ洲他三十計亜国於文計用
書測ニ戟著十二回米書ア 鏡

ヲ 量 因乱名ニ冊十利ヲ世 話
交官時ぺ絡ノ筒ナ九加寄~庫 査
換事而局串所リ筒ユ贈各 報
又曾ジノ者ニ大所於セ園 告

J、各ア結六ジ皐エア JV ノ 附

寄一本果名ア及シニノ、地 日ョ闘
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セ所・度戦寄書曾間二十調 O枚 8
シ亜ニ諸贈メュ書亜二査
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質地版査類入羅闘入チ曾

調質物所十幅巴百濠地等

査調ノ及三地ュニ太質ユ

所査交事珊質於十刺調シ

大所換曾ア闘ア六利査タ

事ーヲ等 Y 十十幅亜所本
及箇関ト其幅二地ユユ所

事所始 t也前報亜質於アト
曾ナセ圃年文米国テ 9 圃
等 9 ジ及度類利三五ア書
ヲ J、文＝四加十 saJ、ヲ
通 亘書比百＝ニ弗欧交
ジ 米ノジ二於幅利羅挽

百 利交増十ア報加巴シ

五 加換加七二丈ユニ又
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書産国同其本毛及部六本十部筒
五固二説他所ノ 皐ヨ十邦ニ地所
百二幅明四ョ ニ曾 Y ーノt 冊質＝
二’幅中書百 P 十ュ百筒官地園ジ、
十西部百三国三ア入所属質十ア
ニ南地入十書笛 リ 十ナ皐要五闘
冊部質十筒ヲ ヲ所ア三 校報幅書
縮鎖国九所交百 J、幅 ~d 及ニギノ
尺産四冊ユ換入其水チ串十部教
百園幅中ジ又十数路官舎ニ鏡 J、

高三西部ア J、入二部届翼手冊常 産国
分幅‘部地園寄冊十ヨ ・ユシ’ 闘幅
ノ炭地形書贈ナ七 9 アア盤十地
一回質園ノ セ ヲ 箇十 Y 本炭幅質
帝国国一数ジ 所六ア所田西国
国八四幅，、 J、 報幅 J、ト園南三

‘・
文銭其園十部百地幅幅西町国本

形周西部幅邦 類道教書七鋸幅
国説南地地官 百省三ヲ 幅産同
一明部形形麗 三ヨ十交同園設
幅書地国国百 十 9 四換設十明
同八質一三十 七一箇 ジ 明三書
帝冊園幅十七 冊幅所叉書幅三
国油四西三箇 ナ報園 J、十油百
地回幅南‘幅所 1) 文書本七回冊
質圏中部同事 ト類ノ 所冊園中
箇五部地幅校 Jえ J、数ユ ナ九部
－入百錬形雄、及 其百 J、園 リ 十地
，幅 二産園質事 他岡地書 三質
同十周一園曾 ノ 十周 ヲ 幅園

四

設三ニ幅百五 寄冊 J、寄 同十
明幅幅束九十 贈 ト 陸贈 設七
書同西部す九 エシ地セ 明幅
五設部地二笛 係事測ノレ 書西
冊明鏡質幅所 ノレ校量 J、 九南
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吉大 ト書田本 ．路用及出二縮

l 地岡 ，阪園 ス一地年， F 部地現品冊、 尺

質幅 郎町質度 刊質行解地二
精地 チ I也及子 仔事法話質百
査形 左質地於出ノエ規書要高
国間二ふ ノ調形ア 毛開会－，， 報 分

雇 如査園出版ノス書哩六ノ
正地ジ所ー版 - JV ニメ十一
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調 ア J、 ス種？二分幅
物 Y 地 化欧冊析地
調ア園 事文ナ表質
査 J、ェ 工雑 Y 十調

報国ア 事誌ト入査
告．幅 9 ニ J、ス冊所

二地ア 開十購桑隷
冊質 J、 ス七入搭告 ［

エ説園 ノV 種」圃． 園博千
農 業明幅 毛門書覧五
商 原書地 ノ百円曾十
務
技 料ー形 四八化出六
師 用加圃 麓十事品冊

鍍油ー ト五工解鎖
小 物田幅’ ス冊事説物

調地地 地ニニ書調

倉 査質質 国シ開二査
報及精 ェアス冊報

告地査 ア地ノV 日告

四形闘 9 質和英五
勉 冊園ー ア事書博百

ナ設幅 J、及ニ賢七

ヲ明油 水膝冊曾十



， 

地新 高国山
新

第第潟 潟
山宮幅山大七欧七質膝 鱗

形牒城牒島口正十羅十調典幅 奥

秋膝間入 巴 板地 板
西 湯幅年九特入査油質 油
田保本 事度続ユ挽 回読ー 田
川温翼 悌所寂明一

第，，戸町大、

官泉 義警報十i書文
十五本消帝回日

量泉 告撃告五車
ノV 里担 書 極岡

、、ーー”
大 地 1也
戟 質 質
後 及 及
ノ 地 1也
銭 形 形
及 圃 闘
石 設

.－－、、

炭 明 五千尺縮

書 分一
一蕊、、，，J， 

農 良 農 農理喜善地議

長地喜明著技師慶
良 良重事技師

故農商農良 ； 
商蘭商蘭 商商 溺溜十

務務務君事 務務
務1嵐務務 ： 

技 技技技博士書長 技技 技技 l

' .師郎師自前 飾師 託 手飾 ！

佐佐佐小井 井 千佐野 若中千． 
一藤藤藤 上 上 谷藤田 林村谷 六

倉鵡 持喜 好 勢 卒好

傍停、侍 之 之 之侍究 一癖之

蔵裁裁勉助 助 助撮郎 郎静助 ：



！鍍
第

物世五答、 格兵愛語新秋黄満和神鳥
界 魯庫知島潟田鶴俺 奈取
調＝＋・ 謀鏡‘車車販下聴膝鍍中 ノ歌曲川牒
於二長岡如 輿亀 定牒箱，鴨二
査グ競崎鱗最多ユ板回ノ 量 龍 朝
JV 雨 宇於油油、稀試験問根泉視
報銭尋 j探夏牒島グ田回有 村搭
鍍版下下ユノレ 元 新之
告並）ニ砂ユ於粘 偏素 国語
ユ 於及於ケ土 菌検 地温

石 グ警明枯JグV 戸、 ー出 災泉
炭 /V 粘長 対宅安＝試駿
ノ 粘土石）
タ子 土 土 、及

布
、 、浮石

及 石 砿石英
某 綿 岩砂
- 供 及 、及
Iii 給

英石 蝋石如 石英
何 、砂

地良 農農農農農農 農農 農I 農：農 農 農

費語四
商商碕商商商商商 商 商 溺 碕 商

務務務務技務務務務務 務 務 務 務
技技技技技技、技技 技技 技 捻
師手師子師鱒 隊師 師 飾 自市 自市 E革

井 伊松清曾清北千小大清清清山

-t J: 原野野我野健谷田橋水野野根

）薩 敬 敬好

之 之寛信杢信太之亮敏省信信新

助 助治雄満雄郎助平男吾雄雄次



工
第 第業 第 第

本 稿踊調幅踊編 原釧コ天ー
邦買丈島島島島島島萱料路十盤ニ
ユ 牒 J探鯨 l際牒牒 周東囲 留閥十
於 耶大大大信信 鍍 一
グ就麻沼沼沼夫夫競物部！挽茄Z疋 競
JV 郡 郡郡郡郡郡 調釧

工 翁島中尾岐本郷 飯信 査路 田
業 ノ 坂夫報告 炭及
原 ’ 村村川村山町山 田 油
料陶陶陶附陶 調回
用 土陶土士近士 査 調
鍍 －調土調調浮調

文報 査報
物 査調査査石査
ノ 文報査報報砂報 文
産 報文文調文

／’、、

1也
文（附附査報両

附 ・-" 

及
闘 停f

其
四 国

附圃闘又闘 葉 五製
国一一（ー

、、、J
葉

ロロロ
一葉葉附葉 」J

葉））固）
、、~

一
m葉
..___,, 

~ 農 良 農 良 良’農 農 同農
商 商 商 商 商 商 商 商 潟
務 務務 務務務務 務 務
技 技技 技技技 技 技 技
自市 自市 E市 自市 自市 自事 自市 4市 自市

清 北北北北北北 飯 植飯

野 f廉 ｛康 ｛車 f廉イ康 f廉 塚 村塚 八

敬敬敬敬敬敬 保 奏保

信
太太木太太太 五 巳五 、

雄 郎郎郎郎郎具店 良日 男郎

’ 



第 第
長長長 漏繭報幅 同
崎崎崎牒 m問島島文島 S血山
牒牒 牒！際牒牒

五下西 石城 岩 石 手日
島石彼競 瀬 川競気
粘綿杵 君E郡 君E 君E
土調郡 卒長 石 伊

及査報 茂 百rrt召 }II 部
機． 木

近附 町陶
町 町

石文村 F位 キ占
調 石 耐土 近 土
査（英 火調 長 調
報附調

粘土調 査文報
石 査

文園査 及
文報

長葉 支
石

査 央__,_,_ 
附）

報（調 F’戸句、

国 文 附 ，査 附

一 園 闘
葉 ／’、、 一 〆’、、 一
、、J 附葉附 葉

国）園 ＼』ノ

一
一－，莱 葉

、、，ノ 、』J

良農 農 農 農農

商元務技農
商 衡 商 商 商 商

務務務 務務務
技技技 技技技
8市 師 自市 自市 6市 自市 手

伊 伊 伊 北北北 松

九 原原原 f康 f廉 f衆 野

敬敬敬 敬敬敬

之 之之 太太太 寛

助 助助 郎郎良［~ 治



地
地賀係 技所青主
師長

係

係 係長語 理
技手 技手 技手 技手 義自市 技手 技手 技自市 技師 技師 技側 士意 兵拍弘

本東青 Jll （~ 曾遠飯納千伊 小 井質
回 木井れ我藤塚富谷原林上
忠 調
清太雄甲完杢直保重好芝儀蕗

五 之 一之沓
吉郎 太吉 沢祐 吉 郎 ．雄助助郎助

所 z

技技 技 技技
技手 省三予 技防 技師 技師 技自市盆警

月議
手手子手手

貝久 小宮飯 中 石 渡 木小岡 佐

松林内 村 井瀬 村 倉 村 藤塚

宮異隆 ！思 主4同邑 正一 ／ム、 要 傍

郎錨 ー 昇静 彦郎郎 勉 議議 ,..., 
一一

f戸、
月

技技技技技 技 E嵐技技技技
子 手手子手 手 ~ 師郎防師 末

中 西及 牛 堀 鈴瀬植門 山 清 日

川郷 Jl1t華内 木 沼村倉根野
現

在

藤 常次米 達空室 ニ新信 、ーノ

太賢 吉 郎雄 夫 郎男能究推．， 

/". 
技技技技技

技予 三蝿ι技師 技師♀哲 技郎 爵子技帥子手手 手 子

金松 山安太 白 針北鈴渡保

井島 田 室
田 去 尾 f庭 木 遁科

伊紋英 健
大鹿実昌 久正＝と

ロ
平輸雄薫郎 祐次郎吉吉昭

二
O



庶

務

陳
列
館

主

任
分
析
係
係
長
技
師
清
水

技

手

堀

田

室築
主三技
事務手

磁保閥卒

部務材塚

: ; 
鈴

木

森

遺

西

岡

潔

投

手

加

藤

省

技

手

神

村

投
手
秋
山

投
手
豊
田

投

手

山

日

投

手

甲

斐

3隆叉省甚市 Z警龍
治男吾卒郎郎郎遺

整
制
浦
野
川
崎ゆキ

第
四
競

－K
F思
ιl
h
ト
L
冒

室
主
事

aJ渇
1
ln
川
百

技投
手手

回秋
中元

専不

郎

技

手

高

柳

金

造

投

手

滞

金

之

助

投

手

飯

野

技

手

相

見

技

手

松

田

技
手
米
谷
、

妻鹿角

郎喜治敏

投

手

綾

部

技

手

本

間

技

手

松

本

技
手
武
田

質

季
衣
郎

卒

吉

右

京



成中米奥地地遠清メ本地
ス竪ノ 山域 賀末豊国
ノV ヲ狗ヲ ーー 郡村浦幅

串
岩ナ留経 J、形 白槽郡 J、域

石ジ孫 Jテ山 島崎長山
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二
七

方留チ傾方 9 ニ内西経商地蓮昌
ュス是斜ニア傾日村ア部 ジ J、
四ノvν ス傾 乞、斜断ノ安ノ質前イ；

十予畿勝斜蟹ス屠西岡中構者...9 
度ノ岩山ジ岩ノV ノ海ノ生 J、ジ

ェナカ村地層毛東岸束屠造主 f
傾 Y 花勝居費ノエニニユ トム

斜高尚山錯達、ァ殆走 J、 ジ 7~
シ地岩及雑ジ如 9 トノV 顛 アニ

ニグノ青ス砂キア並モ著 磯 h

墨持賞山 v 岩毛 J、行ノナ 屠；

層ヨ入等トヲ其高ス内ノV 後リ

ト Y ノ J、毛交好地 JV 日断 者号事

J、南~山其へ露ケモ断層 J、ノ

不束メ腹商奥頭持ノ屠ニ 砂貝

整ニ押以ユ向少以大 Ni デ 及化

合後上上ア上寺北河井ソ 粘石
ヲ達ケ J、 J、井ヲノ原村ア 土ヲ

ナ久ラ盛北回以ニ断ー殆 ョ埋
スノv v 岩三附ア昼麿ノト リ菰

珠浸ヨ十近詳紀之瀬南 成ス

羅蝕 9 度ニナノナヨ北 ノV 供

屠ニ成東アフ砂 ＇｝ 9 品 績
J、堪クユノ、ス岩 吉走 屠

北ニL 山走北而 J、 見ノV .... 

六現麓 9 方ジ北 ニ郎 川
十時品北或ア東 至チ 棚
六回 J、西川高商 ノV 内 村

度錐花方北地西 屯日 及

東丘両ニ東グユ ノヨ 安

ユヲ岩十方持走 吉 9 岡

走ナ 露 度或以少 見ニ 附
9 ジ出内 J、南北 断坂 近

北アス外商ニ西 暦持 ニ

西礎部品西ア方 豊ヲ 接



J、母ュ吉 ブ セ出ニ十鬼ヲ霊堂北内

砂問傾母砂 フ シ走度グ構蓮七日
岩ュ斜ノ Z邑~ v 北 , rt誠成 シ十断
凝ア ジ南署菱其四南外ノ ス鬼度層
友砂其網違層十西＝中ノTノグ西 ト

岩 岩 下代 シ向五方傾腹砂城乃吉
ノ 粘部山 大東度乃斜ニ岩ノ 至見

累板 よ二 J、 河西東至ジ環 J、北東断

屠 岩 J、菰原ニ ニ商吉就甫及西暦

ニ盛頁色断I近走方見ユ方南ニ ト

ジ岩岩凝屠ク ヲ ユノ 露十二走ノ

ブ ノ 質茨ノ 南南四南出五 J、 y 間
北累砂岩西方束十方ス度粘商品
十屠岩 ヨ flP ユ方度海砂乃板西介
度 J、 ア ク チ傾五以岸岩至岩方在

西東 y 成海斜十上ノ 粘ニ挟乃ス
ニ西 プ ') 岸ス五昌殿板十在至 JV

走＝ 暦該 ニ北度傾道 岩 度 ジ商三
リ 走向地沿捕ニ斜＝ 累＝南方轟

西 y J、屠 ヒ膝傾ス沿屠｛頃方＝層
方南北 J、 ア道斜吉 ヒ ノ キ五傾 J、

十方方北 ρ ノ ジ見 Jテ商之十斜砂

度五 ニ三其西其停該ニ ユ度ス岩
乃十弐十地部北車岩 J、介内 ~ri 柑
至度第度質邸安場 J、競在外チ板

一 ーー ニ東 構 チ養附北色ス ニ内岩一十傾v 東ニ 造 豊 寺近七凝 JV v項目競
五斜西走複西山 ニ十 2疋緒斜村色
度ス ーー y 雑材 J、 J、七岩色ス石凝

ニ吉近南ナ ニ盤施度ア凝 ν 畑方疋

傾母 ツ東 ヲ ク岩色西 y 1民 I. 附岩
ク ノ キ方 ，，、 ヨ疑乃ア岩モ近ヨ
毛西眼五 主 ') 2疋至南薄鬼 J、 ヲ
其黒崎十 ト構 岩 東方屠ケ砂成
北島吉度 シ成露西五 J、城岩 y

一一八



北東 ト 度 m.プ y ニ東貝 ミt ユ在ニ
部方ノ 西岩砂ニ麓西殻貝厚 ν 百
ノ 七問ニ .I' 岩至轄ノ 層殻サ東米
三十ユ 走薄挟 Y ジ唐ノ J、竿西 ーー
轟度ア 9 層在郎大向北悉米ユ ＿，、

屠 ーー 背南介 ジ チ河 ト ーー ク 乃近北
．，、 傾斜面在 北経原ナ プ 型至 ヨ千 西

戸

f 砂 ク ヲ 方 ジ 方 一曲 海 9 J、像一層 f南 '・ 

友....，王 構二一 ーー 一岸南粘ナ米向東
重量 成寸？ノ 傾背 ノ 方板ノV ノ ？ ノ

岩 ジ度背斜斜務ュ岩 ヲ イ七有断 ，
キ占 牛乃斜 ス ヲ 色傾 J、以石、ジ層

板 ケ 至構 JV 構凝斜北 Jテ 層南 ア
岩 遁四議 モ 成方正ス西鑑約方 リ

務 ノ 十 ヲ 岬ス 岩 JV 南識ニ二其 ' 

色 北度成 ヨ 大！唐毛東ニ十十以

凝 一申 ーー .A 9 河 J、北 ーー 困介度北
方疋 J、傾郎 北原北ス走難在乃ニ
岩 再調 チ J、 ヨ 七 JV '} ナス 至 Jテ
ヨ ヒ ジ i押粘 '} 十 ーー 商 ν 化ニハ
亨 粘其ユ 板岬五従西 ト 石＋砂
成 板下ア 岩ノ 度 と 方 屯 J、度岩

ヲ 岩部 J、 及南東究ニ 写真ニ粘
競 頴ュ粘砂ユ ユ第十t －殻傾板
色 レ位板岩至走ニ度 ノ斜 岩

凝 北ス岩接ノV '} 急ユ 集シ累

主民 六ノV J、 達間北｛頃傾ユ合水層

ニ丸

克E三＂＇正 十砂北 ジ J、方斜斜麗 ジ之F J、
－＇，、 五岩五粘蒲四 F ジスア距中

跡 度 J、十板色十ナ其ノV ー離ユ

岩 西岬度岩凝度 9 北 毛 地三卦
ーー 一 ト 乃 中 ffcニ鯵ユ ノ 屠百岩
接 走牛至 ニ岩傾ェ ブ 、 ヲ米」F
ジ 事、 ケ／ム、－＇，、 エ剥北再如形 J 床
' 

i プ 北迫十 石 シス 方 ヒ シ成問介



ノ J、静火 fjt 川 ヲ貝 ジ蓋西ニ剥露

~輝岩成 積棚ナ島凝井方傾区出
品石 居村ス ヲ 2疋島或奪l々 ジ
ア 静 J、岩 .＞、 ノ 構岩ノ J、 Jえ ーー 概, 岩主 殆洪 成 J、北北 JV ジネ

t也 ト ト ト 積 ス下部西モ ブ 北

域角 シ 水層 ノV 部ユ 方 ノ 東方

内 閃ア 卒 J、 第ニ J、ニ多竿二

跡現地 ニ花 三位砂十ジ部十

岩岩域 横向 紀ス 岩度而ユ五

ノ ト ノ J、 岩 唐 及乃 ジ プ 度

大 ア北 , ヲ .＞、 結至ア J、 乃

部 ク 部 低被 北 色四二 北至

分輝ニ キ 覆 一 凝十見西三一
7 石登 残 ジ 十 友五附南十

占静達 正ア 五 岩度近東度

ム岩ジ ヲ 波 度 ア ーー ノ .:::. ーー

鯖 J、南 成就 西 '} 傾凝走傾

釣淡部 ス正 ーー ア剥 2足 ヲ ~l 
山総ニ 陵 走 北ス 岩 北ス

ノ 色ア ヲ , 五 J、東 霊安

芳子或 J、 形 北 十 静方岩
岩，、岩 成 東 度 石，＿.＿， ニ .＞、

J、茨脈 三／ 方 東 噴傾最

板黒或 殆 十 一ー 出会；l 毛
扶色，、 ト 五 走 ノ γ 庚

節ニ小 無 度 ') 潟南ク

理 ジ岩 屠 ーー 南 メ 竿費

費 :t 塊 理 傾 東 地部達
。

達輝ヲ ナ 斜 方 層 ミ／

ジ石ナ '} ジ 十 混ア 其

其及 ス 安 車 度 笛L J、層
走 i'I 班 岡 i'I ーー ジ商向

向長岩 村 構 傾 南西及

北石ユ ノ 遺 会：l 方方傾



． 

石井粒花岩石在 ユ井静ニ へ静 十

英島 .::. 両 石英 る〆 ジ島岩沿 ジ岩度

斑 ノ ジ岩 ーー 閃附 プ 鐘 ヨ ヒ 白ノ 乃
岩花 プ ジ線近角 ケ , 之島賦歪
両黒 J、 ブ 石,_,_, ーー 閃崎成 ーー ヲ 存三

.；・、 4上3- ヨ母ヨきと ’，J、－ 角 於石吉 ') 平構ス．十

岩 ノ、母串 閃 J、 プ ノ 見該行成ノV 五
脈徴花川 石狗石瑳ノ 疋は王, ジセ モ 度

或紅 崩棚 著留材品西 J、 プ JV ノ西
J、 色岩村 ジ孫 ト 著船貝北輝 ア傾

貫 ヲ ユ及 山 ジ ジ越殻西石 Y 斜
入呈麗長 及 プ クニ；氏南砂 E日東
岩 三J ス府 檎使舶露断東岩チ方

床中 長町 11崎用越出 口 ーー J、 研 十

ヲ 粒府四 村 セ ノ ス ヲ 連淡岩三

ナ ノ 四近 久 フ 角鐘有亙緑 J、 四
ジ 黒 近ニ： 野 JV 閃 ケ シス 色中度

跡雲 ノ 号菱 附 静崎斑ノV 稀生ナ

岩母花蓬 近 疋μ王, ーー 品二 ＝ 代 y 、．
或花 I河 ジ ーー ＿，、

プ ト 百褐 ニ此
J、 尚岩友 露 濃 J、 シ 三 紫於ノ

中 岩中 白 出 緑黒ア十色 7 如

生 ーー ーー 色 ミJ 色灰輝米ヲ 熔キ

屠麗 或 ；訳 ノ色石内呈岩節ーー、
ヲ ジ ~ ＿，、 白 石粗斜外 ジ ト 理

賞黒 グ紅 色 基粒長ノ 斑 ジ面

ク 雲 ’守 色 或 中ノ 石丘蹴ア 一， 
本母 タ ヲ J、

一 ~o ア陵構噴卒
疋＇% ノ イ 呈 黒 角線 ソ 地造出行
J、 量 ト ミノ Z疋 閃岩角 J、 明 セ ミJ
「

少 験中 石質閃黒ナ* 色 ノv 7 
／＼~ ジ 法粒 ノ ノ 角班色 9 モ 角
31• 登乃 ヌtじ,. 瑳閃岩竪本ノ 盤
~ ス 至 日日目 晶玉品川 敏郷ナ岩

質 蓋粗 質 散岩蓋ノ JI( JV 質



ナ粘山大休銅膳~ 一線 JV 静火 ーー

約板ノ正業鍍用用 米岩毛 岩成 ジ

十岩治鍍ス 地 ノ ーー ノ ユ 右一 プー

米ノ 草山 J、質地 貫移 ア次噴石

ア互詳 ，、 大ユ 入化 ') プ 出英

9 屠ナ勝 正 J、質 岩そ石黒ノ 及

英中 フ 山 鍍銅 床石英雲時長

下＝ .A 村 山鍍4 ァ英閃母代石

盤芳子現小 井ぺ 9 斑緑花ユ / 

ニ岩鏡野 回 グ プ 岩岩両就斑
位ノ 主 一申 鍍マ 粘 J、 J、岩ア散品 l

兄貴川 ア
吉山 イタ

板最花ノ ，，、

ノV 入奈 9 岩新向貫静貼

粘岩良 7 永 J J、ノ岩入岩ジ

板床騒竹 鍍石 震噴ノア最黒

岩 ア緬生 出材 ニ出縁 9 古色
..，；，、 9 智由 等鍍 熔岩相蓋品物

堅ア久ノ エ泉 焼ニ ユ井 ジ殆

敏北繕北 ；テ 等 セ ミノ ジ島 ア 子

ノ 七氏東 採 ア フ プ プ ーー ニナ

黒十ナ方 掘 リ v 豊久ア 墨 手〆

色度 9 海 セ 細西野川 紀

或面鏡抜 フ 片村品花後

ーー 山ニ ν ュ lb甲ア 同期
淡走ノ 百 タ 破ノ

，，、 岩ノ

続 9 地ニ 9' 砕中黒中噴

色北質、十 ジ セ生雲ニ 出
ζ 方：・ .＞、米 モ ラ代母静ユ

ホE 四三ノ 調 ノV 粘花岩係

ノV 十墨出 査 板雨ノ ノV

ン度紀腹 蛍 岩岩捕 モ

フ ーー ノ ーー 時 中川獲 ノ ~ 

ノ；傾盤位 何 ュ石セ 、

.A キ岩ス v J，、 英ラ 女日
ニ厚及本 毛 幅閃ノV ジ． 



ノV 市吉 ノ 火 ν ノ 毛 井ニ部西服鐙
、 氏永 貫成北霊堂雨回 件ノ 北或化
毛 ノ 鍍 入岩方岩三鍍 ヒ 坑西 J、 ス

詳所山 一・． ヲ ｝ ー ヨ 年山 其道方小鍍

ナ 有 J、 ヨ 見据 ') 前 J、 中 ヨ エ脈床

フ ナ黒 ') ス進成再勝 Z二ー ヲ 上ヲ ..；，、

ス ') 井 ブ 而セ ') 興山 応 J、下ナ 芳子

大本村 膝 ジ ラ鍍 シ村月台傾約ス岩

正敏吉 月台 :r JV 床大上 セ斜ー鎖中
七山永 セ 藤 、 ..＞、 正弁 ノVι 米石ホ
年 J、金 ノV 石 毛坑入国 鉱~ 1昔竿 J、 JV 

十海山 接中 ノ 道年＝ 染 ヒ ヲ 孔 ユ〆

ニ抜＝ 胸ニ 、 摩休 ア ーー 北隔雀 フ

月 ri ア 鍍柘如類山 リ シ方 ア石ノC
初五 リ 床棺 ジ ジス 一ー ブ 一宇 、 ーー Jえ
十通 石坑；テ 現十其長ニ

'-
メ 一・－ ジ ーー
ブ 米常 ア ノ 外賦時除鍍サ水ア 接
本ノ 白 フ 破ニ存編年量八平石 シ

坑山瀧 サ 片 J、 ノ 間前及米坑英タ

開腹鍍 JV ヲ 鍍 j氏牒ノ 品ノ 道ノ .JV 

撃ニ 山 カ 検石態林開位 一 ヲ 脈幅
セ 位 ト ~ ヲ 明森坑豊坑穿石約
フ ミ／ ミJ ノν 見 ナ識乙 富道チ ヲ 一一
レ此ア ヲ JV ラ 氏係 ナ ヲ 長伴米

大附如 以 ＝才 ス ／ リ フ 拐す フ ノ

正近タ 7 ト 坑所後 サ下各坑間

九 ζエ JV セ ナ道有十 JV タ 十道ニ

＝＝ ー． 年蓄現
J、ク h，、 タ数 毛本米 J、臨

七坑時 本且山 ') 年 ノ 鍍 ア tlt 胎
月 ア繭 鍍 ツ 腹地休 、 床 リ 腹 ジ

以 ') 岡 床 JI ュ質山 如 J、其ノ 強
降 ト 膝 J、石関 ρ 中 ジ貫中露石

休蒋遠 火中口 ニナ 入ノ 頭 J、

山 セ藤 成ニ -I! 盤 !J 岩最 ヨ 斑
J宅 ラ浅 疋μヨz「ノ、 ノ’ー？ 紀 ジ 床下 ') 貼、

- ' 可，. －－・－－‘偶：F『’ ー ー畠’ H －~ ----



ノ石硝英 Y タレミナニナ東胎開
使材子及坑イトグ十届約方ス坑
用 及紅道トモ 7 五桃九二ノV 以

セ地陶色ヲ J、其タ米航十水鍍来

ラ域器ノ掘厚幅イアヲ米平脈産

ノV 内原長進サニト ν ナアニニ額

ニ料石 、スー十 トシタ掘ジ精

モ費トヨノV 米糎 J、モア現進ア銅

ノ議ジ Y 毛アヲ四鍍断時ジ該鍍
アスア成ノリ 、超王石積坑上鋸ニ

ソノV 採 P 五アユ司殆ス内下脈十
花掘雨坑南 JV 山ト ／V ニ五 J、噸

尚セ者ア北モ附ナモア坑約ナ
岩ラ J、 y ェノ近ジノ鍍ア東？

ν 、組ァ走ナヲ 、石 P 西ト

所シキ採 9 ジ構 如賦第三云
在モ丈掘西四成 グ存ニ走ァ

建ノ象セ方王ス 鍍ノ坑ソ鍍

築ェ構ヌニ司 JV 石就及直床

材シ造 ν 緩山黒 J、態第立

料アヲタ斜ノ雲 孔ヲ五不一

ト調ナ 7 シ北母 雀全日坑坑品

ジ査ジ該露麓花 石ノV ノ道紀

ア嘗雨ぺ頭河両 及ト外 J、ノ

採時者グノ内岩 合コ J、西級

掘 J、ノマ延越中 銅ロ坑斜密

セ休分タ長ノュ 粘ナ道面堅

ラ業量イ二北道 土キ慶ニ硬

レス約ト百方霊堂 ナ毛頭於ず
其 相ノ、米ユス Y 鍍スケノV

他 等乳アア JV 第石第 JV 砂

僅 シ白 9 ノV 毛 五 J、三露岩

ニ 本色露ペノ 坑 ・砂坑頭中
跡 岩ノ頭グ多 J、岩 J、ヨニ

岩 J、石ヨマケ 長中長 Y 臨

四



五

ト J、ァ 量 約部温温

混深之 J、百落泉泉
ジサヲ之米ノノ、

潜六見ヲヲ中花川

用十 JV 量隔央向棚
ニ尺ニ出アヲ岩視

供ニ町ス、北ノ泉
セジ湯ノV 地ニ基 J、
ラアノコ表十盤川
JV ー掘トニ五ノ棚

分抜困湧度上村
時弁難出西ニ 諺
約 J、ナスノ線谷

七深 ν 温方色＝
斗サト泉向砂ア
ノ八モ J、ニ岩 Y

調十近盤走磯宿
泉尺時類ノレヲ合

噴ア前泉毛交十
出リ記ニノ． フ入

スアニ属、ノV 軒

是一井シ如供大

等分ノ温ク藤正

ノ時側度町屠八

新約ニ競湯ヨ年

井ニ設氏上 Y 度
ノ斗置四湯湧溶

温五セ十ノ出客

，泉升ノV ニニスニ
J、上掘度井温高

在湯抜ア J、泉七

来ノ井 Y該脈千
ノ掘ニ英方 J、人

湧抜ヨ韻向湯ア

｜ 泉井 P 出ニ谷 7



4 副~ - - - - －，句，，、，a ・-

毛 数其 古 地向過 ヲ 通牒位 壬員尺又' 

局 個一生質 且 キ斡ス演置

部 ノ 般屠 ーす用ノV 松

ーー 背屠 J、 域 日 JV ス モ ヲ 久
油~企

川事l向砂内 ヲ モ ノV 夫 北根
組及 川 岩ノ 要鹿能 1ノ ＝． 鍛： 園
粒向北粘地ス 島 λ ヨ ~E 111 
ナ ~I 々板質’t ヨ .A リ JV ，、 幅
ノレ構東岩 J、 ク Y 天北約静
所遣 ニ 鮭古各 久 龍 J、 十岡

ア ヲ ジ岩生期根 川 天五 J路

7 形 ア 放唐曳法ニ龍里 磐
粘成東散結舶上 J、 Jll ナ 田
板 セ 南最品二え JV 舟 ノ ヲ 君日
岩 9 東板片ノV ニ樟河演佐
J、 砂若岩岩時 J、 ノ 谷松 久

蹴岩ク石層 ニ 夏使 ーー ヨ 問’ 農
ジ J、 J、 JJ＜. 第ノ、期 ア 沿 ヲ 村 商
ア淡西岩四二南リ ヒ 北 一 1多
黒友 ・北及紹日風久険方 ア 、技

色色西蜜屠ヲ ヲ 根悪鹿 9 師
ヲ 乃 ι 岩並要利 ヨ ナ 島 プ

墨至 三 ヨ ーー ス γ 9 JV ニ 天 車内
ジ 暗 十 9 火 帆鹿道至龍

容灰五成成 船島路ノV 川 'M s・
易色度 1J 岩 ヲ ーー 通約昨
ーー ヲ 乃域 ヨ 用 下 ス 五 一
薄墨至内 ソ ヒ JV ノV 里位

片 ジ入ノ 成 得 ーー ノ ノ ジ 重
三概十東 JV ，、、 J、 、、司、 聞東
剥ネ度端 ヨ手 四 － ー J、 海 ま住離細 一話 sユ 時時 ジ軽道
Jミ 粒傾頚 一一 間 Jテ 使線
桂 ナ 斜布 於弱車銭 ノ
岩ノV ジス プ ユ 馬道 一

一六



七

ナユ J、層内及斜岩結大不質タ J、
ノV J、之ヲノ向スョ品豆規ナノv "JjJ( 

へ之ト挟西斜ノv y 片大則ノレ所白
ジヲ相有端構毛成岩乃ノモ少色
其見接ジユ遺局ノV 居至裂板ナ淡
他スセ岩近ヲ部－ ＿，、拳韓航ジ友

ノ蓋ノV 石ク形ニ般雲大多ニ岩色
結ジ花ノ、 北成 J、ニ母ナシ剥質暗

品雲両ー東セ東北片ノv 盤離 J、友

片母岩般 1 9 南々岩ヲ岩ジ一色
岩片エユ南雲東東石普』易般若
J、岩ヨ陪西母乃乃英通駐ジニク
暦トリ茨ュ片至至片ト岩石細 J、

位其 Jテ色亙岩南北岩ス輝灰粒賠
上他愛若 Y J、東東石 続岩ナ褐
下ノ質ク帯従四ニ墨 凝 J、 y 色

部結セ J、肢末十走片 茨白放ヲ

ヨ品ラ帯ヲ領度 y 岩 岩色散呈
リ片 ν 紫成家乃西線 砂淡最ジ

之岩タ暗ジ片至北泥 岩茨板不
ヲトノV 駒 ，ア岩六西片 及色岩規
ヨた J、詮色頒ト十乃岩 粘若ノ、則

ノ其跡ヲ布シ度至角 板ク紫ュ
如生ヲ呈スア品北閃 岩 J、紅走

グ成有ジ本知傾西片 等灰色レ
分ノス薄岩ラ斜三岩 ノ色若 JI(

ヅ時ノV 片中レシ十絹 磯ヲク裂
ヲ代モニユタ其度雲 ョ呈 J、鰭
得ヲ :;tt：剥 J、 ／V 間乃母 タシ暗多

異他離石毛ニ至片 成結赤ク
ニノジ英ノ数七岩 リ品色携
ス結易片ニ個十及 其質ヲ曲
JV 品 γ 岩ジノ度紅 大ニ呈セ
毛片本ノア背ュ簾。 サジジラ
ノ岩岩薄域斜傾片 J、ァ鮭 ν
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( 9) （チ） （ト）（へ）（ホ） （ニ） （－＇、） （ロ） ( 1 ) 

石緑 線石角 石緑 角 手持

久墨泥和泥墨閃鮎墨泥名閃斉雲

根片片泉片片片釣片片合片代母
ノ岩岩ノ 岩岩岩大岩岩及岩及片
鍍石ノ 鍍及屠及井及 ノ天 ノ下者
床実薄床 石 白及娘薄白 薄平合
ヲ片屠ヲ 墨 雲鳴泥屠ノ 居山緑
賦岩ヲ賦片 母瀬片 ヲ鍍 ヲ ノ 簾
存及挟存岩 続ノ 岩挟床挟飯石
ス緑有ス ノ－ 泥鍍ノ 有ヲ 有床紘
泥ス 互 片床互ス賦ス ヲ泥
片ノV 屠 疋u王, ヲ屠ノν 存 ノV 賦片

岩石 ノ 賦 石三合存岩
ノ 墨 薄存 塁 線ス及

互片 層ス 片 簾）角

屠岩 ヲ 疋u玉, 石 閃

屠 挟 憲 犠 片
有 泥 岩
ス 片 ノ
JV 疋u王, 薄
存議 層 層

泥 ヲ

片 挟
疋u王, 有

九 居 ニス

ノV

石

墨
片
；｛ヨSI 

．． 屠



有理岩 関 ーー ノV 則 並ス石

ジ明 ご：＞. 片 ヨ ' ノ 行石英け）（ヲ）（ノレ）（ヌ）局 カ類 ／岩 9 ア外 ジ 墨片

部ユ似 J、 甚 9形扇片岩石線瑳石
『ー ジ ジ淡 γ 否 ヲ 桃岩 J‘ 墨泥紋墨
... ・、 プ 片緑 ヨ半 ラ墨挟・＂＇ 1.R 片片緑片
縞好理色援すジヲ 日昔 白 岩岩泥岩
11x ク明ノ化 ）V 片成灰色及及片石

ヲ薄ヵ で百ア 1 理シ色淡石石岩英

成片ナ 基 リ ？ ト ア 乃友英墨合片
ス ーー フ ユ叉ソ交存至色片片綾岩
寸 議リ メ 暗局概 ν 在黒若岩岩簾合
ア 離絹 線部ネ ヲ メ 色ク ノ ノ 石緑
9 エぇ 雲 色 ュ黄緑ノV ヲ ＿，，、 薄薄様簾

一 語母柱 J、 餓泥 ヲ 呈疏居層泥石

般簾片 牒少鱗片普 ジ色 ヲ ヲ 片柘
一ー・ 片岩 ノ 量又岩通概ヲ 挟挟岩棺
携岩. ~、 角 ノ ノ、 ... ，、 ト シ呈有有石石
曲 J、 帯 閃 白線淡ス ア ジ ス ふえ 英緑
セ 帯緑石雲僚級ノV 多ー ノV ／ν 片泥

ラ 紫談 ノ 母石色 ~量般絹紅岩片
ノV 肉 1ft. 碁或 ヲ 乃 座 ノ ーーー 雲簾及岩
可’ 紅色散 J、 合至砕石片 母片石ノ
寸 色 ヲ Jミ 柘有暗帯英理片岩墨互

少 ヲ 呈 ノV 瑠ス緑ニ ヲ 顕岩層片層
ナ 呈 シ’ 毛 石 ノV 色属挟著層 岩
ク シ絹 ノ ヲ モ ヲ Jヰ 有 ユ ノ

海精光 ニ随其塁ノV シ プ 互

片多諜 ジ件量 シ部該好 屠
ーー 量販 プ ス ノ 片分 石 ク

剥ノ 著－ /V 多理ユ 英薄

離石ナ 自主 ' 
寡 J、 ブ J、片

ジ英 リ ーー ア ノ、頴 J、片 ーー

易 ヲ 且塊 リ 局著不理 剥
ジ合片航角部 ナ 規ユ離

－唱『園町 a ’ー－－・ F ー．

題。
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鍍 至 蛇 及 附片 石～ 花火 及 ユ沖 第

床暗紋石近 ii斜 d出 尚成泥 シ麓 四
総岩英ニ岩長ノv 岩岩士 ア 卒紀

域色 J、 ヲ 狭 ρ 石詮 J、 司ー円F唱 ヨ 径地層

内 ヲ 域主長角 及 跡 域 J、 ヲ ー ヨ
＂＇‘ 

『F雫.

ノ 塁内 成 ナ 閃石 ア 内花 成寸 ソ fjt 

鍍 シ数 分 ノV 片英 JV ノ 尚 JV 乃高績

床不箇 ト 匿麻ヲ 毛商 岩其至 キ層

J、 規髭 シ域岩主裳端片 和 五 'SJ ト

合則 明ー 磁 ヲ ,;:o. 成 他 ヨ 麻大寸 ト J中
銅 ノ 頒銭領麗 分ノ 9 岩ナ ヲ 六積

硫裂布鍍 ス ミ／ ト 岩域及 JV 普七屠

イと緯ス 及本従 シ石外 蛇 毛 通米 ト

錨多 、JV 燐岩 ~iミ磁ニ z 紋ノ ト 手S
一

鍍 ミJ モ 方疋 J、 鹿錨 J、 亙岩..... ス ジ分

床随其石雲撞鍵之 9 ア中ZJ中 プ >;/ 

ーー プ 区 ヲ 母片風 ヲ 庚 9 部三積砂決

属小域副片麻信見域 及屠礎麓

ジ 片極成岩岩子スヲ 佐 J、 屠屠

扇ニ メ 分中ト鍍岩領 久 河 ヨ .，；，、

桃破 プ ト 一ー シ及石 ミJ 間床.， 佐

；伏砕小 3、 jまア 燐 J、 3号耳?- 手与 附成 久

ヲ ミ／ ナ 入知 友 一 母 ア近 ヲ 間

成易 ') セ フ 石 般片 9 手磯 附

シ ジ ト ノV v ヲ ュ岩 狭 J、 近

議 _/. ;:i;: タ 副 産品 小 結ユ

泥 疋は王, ノ Y 成就 J、 ？？ 品極
関 片 石 ￥＝一 毛 安全 ＝接 JV 片ぷ
疋u王, _.≫・'t ジ ノ ト ジ 鯛 巨岩 :T

中 帯 ア 書ユ Jえ ク愛 域 類 小

ーー 黄 角 寺／ 黒質 ヲ雪 及匝

議a 淡 閃 ア 雲作 領花域
....、 緑 石 佐 器 用 シ向 ヲ

石 色 長 久 正 ヲ 砂 岩領

墨 乃 石 間 長奥 磯類~

圃一・ ・司炉 、‘・ ＂＂」



ノ ノ ノ 名尺然坑 ア其 ユ古天 ノ

ーー ト 時合坑ノV 道 9 幅走河 白 片岩

一同代鍍 3也 ーー ーー 之錨 9 鍍鍍理中
競様 －＞、 山 並千 ジ － ー ノ 西業 出 ト ーー
坑 ーー 明 J、 ーー JL プ 開 内北株 J、 交或
一 シ カ 磐達百何 口 二 西式磐 J、 ＿，・、
一
競 プ ナ 回 セ 尺 v セ 十七曾田 ノV 緑

坑北 フ 君E ス 坑 モ ノV 二入赴郡 ::? 泥

及 々 サ 山 ジ ーー 鍍坑三十 ノ 山 ト 片
ニ東 ノV 香 ブ プ 床道尺度有香 ア 岩

競 モ 村 尖 J、 ノ ，，、 鍍 ーー タ 村 リ ト
坑南現名 滅鍍上二石傾 リ 疋'f プ 石
ア 々 時合 セ 床盤千 斜鎖井 一塁

リ 西川 一 ノv ニニ百六ス 床戸 様片
何 ーー 古 ア 毛 曾開五尺露 J、 ーー ナ岩

ν 走河 リ ノ セ 口 十二頭輝 ア フ ト

モ ') 鍍天 ナスジ尺尺 J、総 Y _::;>; ノ

錆東業白 ノV ~ri 鋸坑五天岩十 間

入南株鍍 ，、、 チ 入二尺龍質 ．七 一
－ ー 束 、式山 シ鉱 ヲ 千七 川 線八 賦

ジ六曾ノ 床掘百寸面泥年 存

プ 七社南 ~・、 進尺 ノ ヨ 片前 ミ／

坑十 ノ 西 露 シ坑三 , 岩－ 層
、口皮有三 頭鍍千個約中時 扶
ヨ ーー タ 十 一 床九 ト 一 ニ試 ヲ

9 傾 ') 国I プ ーー 百ナ 千賦掘 成 ‘ 〆

百斜鍍内 ノ、曾尺 リ ニ存 セ ス

尺ス 床外 稿 ジ坑五百シノV ＝＝ 
四

乃之 ，，、 一宇 大 プ 千尺尺北 ::r ト

至 － ー 天位 ナ鑓入内高 々 ト ア

二関 白 ス ノV 押百外 キ 東 ア ') 

百 口 鍍本 モ － ー 尺ノ 所 ヲ 或
五 セ 111 山 千進坑母ニ 南現 J、

十ノV ノ 費 九 メ ノ Zυ王~ ア 々 H寺 母

｜尺
モ モ 見 百 ソ 四二 ') 西川 疋ιz玉r 

、 ． 
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ナ 湯 得 ム ーー 一 斯噴上錦上環湧 J、
ス タド JV ν ￥.Mt ア ノ ス P~p 管 ケ Jj( 出 化
ヲ ノ ヲ J、 泉餓 押 JV 筒 中得 ノ 二~ 石

得北 以噴 ノ 管 上 座 及 ノ Y 補ノV 水
，、、 方 プ 出 噴 中 クカ扱；水座充毎 p~ ロ~ 
ジ ナ 波ス 出 ノ ノV ヨ上ラ柱力セユ

JI〆 上 JV 量水 座 Y 器l ヲエラ英 ／

極 ーー 時 J、 ヲ 力 減 ーー 押達 JV 杢毛
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i華 三毛 J、 吋上 減 ジ錨 ケ サ量 .＞、 ト
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本 P~p 加管 L〆 ノν レ中 tν ト y 時環
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屠ヲ 安 Jt 9 揮岩近畿供 J、
」え構山 火下村 J、 ノ ス 漏最
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ノV 掘部 ーーー． 上河部帯 ヨ 不 屠 レ河 J、

厚井分 入 部水 J中水 9 。ヨ タ 床稀． 
サ 一 ア JV ノ J、 積層成 一一 ') JV ーー ーー
約． ジ 9 砂磯河層ノ、 リ 米成 モ ア 之

一 ブ 依居屠床 ノ 上粘以 9 ノ JV ヲ一
米上 ブ ノ ーー ヨ 上下土 下 磯 ナ砂 目
乃 部水下 連 ク 部二質 ナ 層 フ 磯撃
至 帯 J、 位 シ上エ屠砂リヲ ン 屠ス
十、水該 ーー 其部於アヲ本交下 ト ノレ

米 屠砂 ア - （中 ケ 9 以屠 三:r.. 部同 コ

ノ ヨ 屠ノV 部蹟ノレ上 プ ノ 本唐様 ト

砂 リ 並砂 J、 屠砂部撤最屠ノ、 ナ ア
屠採 ニ 磯 主主 ノ 屠帯密上 － ー 厚ノV 9 
ーー 水砂屠 一 粗 ト 水 ーー 部於 サ 一 磯
ジ ス 磯 J、 阻慈砂屠腹 ヨ ケ五依 ，、

プ ノV 屠餓 止 ナ 磯 J、 著 ヲ ノV 十 9 瓶

上 モ 中 分 セ ノレ屠前 セ 約諸米推 .:+ 
部 ノ ノ ヲ フ 砂 ト 主E フ 三屠以 ス 大
ヨ ナ宰合 ノV 礎メ上 v 十 J、 上ノV ナ
:') ') 際 、、、 一中境部不米上 一 ーー リ
法下 ーー 堅 葡i ヲ 界 J中 透乃部達同其
過部止ク ，，、 i安ニ 積 水 至層ス 河岩
セ 帯 ’マ 穆 本透近屠層五 ーー ノV 近質
JV 水 JI／ 結 屠 ジ ク ト ヲ 十 比 モ 代並
水層山セ ヲ 梢賦下成米 ジ ノ ノ ーー
J、 J、形 フ 法撤存部 セ ーー 硝 、 氾成
敏般市ノV 過密ス J中 ソ ア 々 如濫居
密密内 、, ジ ナ 郎積 ノν 敏 ク ー ノ

磯磯ノ モ ブ ノV チ 層 磯密主 ヨ 放
屠屠水墨其下馬 ト 屠 ーー ーー ') 

エ ーノ：井隙 下部見 ノ ，，、 シ砂；テ
阻 a 土 J、 ーー 位 J中 ケ 間 品目 ア ‘唐成 ケ
ーマ 位概富 ノ 蔵、崎並 粒磯及生崎
L〆 ーー ネ メ 砂居 川 一．， I J、砂 セ )JI 
ブ 在手ノV 屠最ノ 下 磯概磯 フ 現
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方ノ /. 於 JV J、 句 沈 シ源大探井本
尺磯上 ケ井千 ι 藤本地 正水ヲ 屠
品屠部 ;v 水ニ至 セ 川方九ス穿中
シ中帯 水現百 , , .水晶 年 JV チ ー．． 
？ ヨ 水道在岡市 山源於五屯 ア貯
四 , 屠 J、 ノ 十ノ 形地ア 月 ノ 本溜
月採品 大水入中 市方 J、 七ナ帯ス
下水仰正位井央 内一四 日

, 水 ／V

句 セ キ 六 J、 中部 ノ 帯五 ヨ 屠モ
ヨ , 該年例潟＝ 手 ユ十 , ヨ ノ, 
水地 四年井於堀 J、尺九 , ナ
五源 ヲ 月 ノ 一 7 井山山 円 採 , 一
月 ュ堀 ノ 最百 J、 水崩形ュ 水市
上於下超低八途 J、 ア市亙 セ ノ
句 'f シ 工水十 一ー 五 9 附ノV , 北
ーー .＞、 高 ーー 位四掲 H ア近三 郎部
亙大サ 係 ーー 井水十其＝ 日 該 ヨ
リ 正六 9 Jt － ー ス 日 結於間 匡 9 
四九尺水シ 蓬 JV 或果ア 山 域西
立年幅源概 ジ モ J、 下 J、形 エ部

方四四 ヲ ;f- 其ノ 十流五市 ア ーー
尺月尺馬一他 ア ニ地尺附 リ 亙
以以ノ 見尺モ JV 三方増近 プ L〆

上降横 ケ 乃悉＝ 日 ノ 水晶 J、 ノレ

ニ湧坑崎至ク 至 頃河ジ大 上網
達水ヲ 川三減 ヨ 床五雨 下町

九
セ 量穿 ーー 尺水十 リ 品月 ア 爾其
ジー・ チ 接低セ 月 漸多十 9 部他
毛 l秒地近下 y 一 失量 日 う7 帯ニ一
五問表 セ セ 而十 減ノ ヨ 馬 水ア

月 三下 /V 9 シ七 水泥 9 見 屠 リ

十乃十 沖山 プ 日 ジ土漸ケ ヨ ブ

日 至ニ積形滅ュ ..L・ ヲ 次崎 !I ＿；・、，、
ヨ 四三屠市水於月流減川 共堀
') 立尺中 ーー セ ブ 下出水水 ニ抜



）流（三）ノロ期（ー）ノ 下河水 ク 馬 ヨ 俄
出 泥水河 間季流 セ 床 ノ 馬見 9 然
ス 土位床 ーー 節水 9 ーー 錦見 ケ ニ滅
初 ノ 低ノ 比 ヲ 而推 メ、 ケ 崎立水
メ 沈下低 y 、 伊j 見 シ麓千崎川方 ジ
水積 ノ 下著年ノV プ セ 歳川 ＿.，、 尺同
勢 一 ジ十 ーー 流 リ ~橋市弱十
激決因本ク 一至水現園附附 ト 一一
甚水 ヲ 年少月 ν ノ ーー 附近近ナ 日
ナ ト ナ五ナ J、 9 量水近 一司 ーー ν ーー
ノV 共 セ 月 ク 井本 J、 路 ヨ 於於 9 J、

時 ーー 9 決随水間決 ヲ ヲ プ ケ 一一
＿，、 上 水ア ノ ノ 水 ナ上 J、 JI〆 立
流流 以水水滅後 セ 流潜河 方

水ユ 後位位水著ノV ノ 流床 尺
J、 於 J、 例最 J、 シ部河 ヲ ノ 強
河 ク 河年低要ク 好床 ナ 申高 ト

床 JV 床 ヨ ーー .A 増 モ ノ、 ミノ 員 ナ
ヲ 多 J、 9 ア JV 大決申i河約 9 

亭l量 四｛1£ 9 ーー シ水剥床ニ 其
扶ノ 尺下殊左卒前 セ 上百 後
ス 徴 乃 セ 一．， ノ 素 ーー フ ーー 米 多
ノレ 細 至 9 本原潜比 ν 水ナ グ

毛 ナ 七 年間流 ジ ブ 流 JV 一一
次ノV 尺 ..＞、 ーー ヲ 低低 ？？ ::£:: 立
第火 低 十基 ナ下下認卒 方
ーー 山 下 月 ク ジ ジ シ メ 素 尺
某方疋 セ 以 "E タ河該スノ、 ヲ

勢来占 リ 降ノ ノレ流露而流 超
ヲ 土 之 雨 、 部ノ ノ シ水 ""-

九

減等 v 量 如分水機ア 4亙 よ~

ス J、 帯 {71] ミ／ 位 J、 A,- メ 八
JV 下 水 年 モ モ 下悶 プ 月
ヤ 流 屠 ノ 多叉流ノ 少 下
火 ーー 中 同 量低 ノ 洪ナ 句



盤 ケ 水上不 v 抑 ク 'A ヲ 下意 ノレ 山
セ JV 屠昇利 経 tlJ 目 、己 市 ジ 見 、＂／）（ミ
ジ地 ノ セ ア 携 形下現 内 叉 流粘
＝宝 下如 ジ ') .上 市工 ーー 数 ノ、 山水土
ト J.K ヨを メ 之 最 ノ 事給伺水 j~ t曾等
ナ － ー 地 す ヲ 毛 水中水庭ノ 市加 －＂，、
ク 其下 JV 防 有 道水自 ーー 1三． ーー ジ鼓
地水浅 〆、、 止 本I) J、 道働配透於地 ーー
下源慮カ セ ノ 其布車水阻 ケ下沈
ノ ヲ ノ フ ν 方 水設 ヲ J主 w JV ノ 積
；伏求水 ス、 ーー i主 源，，、 用 ノV セ 水水 ジ
態 z‘ J、 此 ＿，、 タ ヲ 之 ヒ 程 ラ挽； 量 砂
明 JV 気ノ 馬 ノv J中 ヲ ブ 度 ノv ！也 ヲ 磯
カ ヲ 象如見 ヲ 積速市 ノ 、 方減 ノ
ナ 高其 ヨF グ 疑居成 内 簡 コ ノ 退 間
ヲ 全他 ーー j碕 －＇・、 ノ 三宅 ーー 易 ト 地 _;:;o: ヲ

サ ノ ノ 於川 サ 浅 JV 配水 ア 形 ，、、 充
JV 策影 プ 橋 レ 慮 一 布道ノV 地 シ 境
ヲ ナ響 J、 附 ト ーー 努ス布 "' 質 ジ
以 ヲ ヲ 溜近 モ ア ゐ 臆設 ミ／ ーー i可
プ ト 受水ノ 4- JV ，、、 急中市 徴 J.K 
市 _;:;o: ク ，，、 I可 同 上 キ 策 一， 嘗 Jξ ノ

内 山 JV 増床 ノ 部 ナ ト シ 局 JV 法
数形 ::1 カ日 － ー 女日 帯 ジ ブ ーー ーー 透
箇市 ト 二λ 堰 ~ J.K プ 其於今 ヲ

所 ーー 大ノV 堤 事屠 －＇，、 峻 ブ 後 阻
ーー 於ナ ーー ヲ 麓 ーー 此工 J、 毛 止

九三

上 プ )V 至築 一 仰 方二貯洪
二九

総 ，、 ヲ ノV キ 際 ク 法句水水 某
掘末以 ，、、 流 シ ノ ーー ノ 池 ーー 結
ノ タ ブ ヨそ オt プ 計 壊後 ヲ 件 果
如深深 毛 ノ .；・、 査 JV ーー 念 ヒ 地
キ 井底上水 減 ナ ノ ア 設河 表
軽
． 
部面 7j( ヲ ーー '} 外 '} ジ床 ヲ

使掘於帯 ヲ ノ 是 ナ ト 之低 流
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ーー 合 入 第 第市試究 別 餓
J、 ーー 十二 二 販験記 ア ノ

結沈度銭 銭品施 ノ 9 メ』じ』

果澱 ニ 盤 ト ーー 行方 而 量
少物 熱 ヲ 一 ナ 求 ー i主 νi主
ミJ ヲ ジ合 ジ ム 際 ーー プ ーーー、・
ク 完過 有 ア 之 JV ジ ヨ 是 J、

高 金 剰ス ン ヲ ヲ 第 9 等重
ク 一．． ノ JV 毛 試得一其 ユ 量
之 乾

ー.，
ニ 料 ス 比ア溶 一・－ ヨ i主－－、、

－ー 燥 ン 液 ア ーー エ心 i陵 9 ~ ・
‘－－ 反 ス 毛 ーー ーー 供 要試 1テ 量

ジ ノV ユ 盤操 セ プ ト 験銭 f主
沈 ト ア化 JV リ JV ス ヲ ヲ J;t 

‘－－ 澱 三号 ヲ ア 沈 法 JV 施 定 色
物 J、 加 ン j殿 ーー J、 行 量 法
中 焼 へ J正 I去 ヨ 極 セ .A 等
ーー ヨr プ ーー 9 メ ') JV ノ

末タ 銭 ク 純 プ ーー 別
タ JV ヲ よ‘ 粋純 必H竪3． ア
少時水

」

ヲ ナ 粋 ーー 9 

量酸酸 加 ;V ナ 多 叉
ノ 化化・へ 臨ノV 少 重
水 銭銭矯 化 銭 ノ 量
分 J、 ト 氏 第 或

設差 容法ノ 塊ナ 百 一 ＿，・、一
残股 ジ 度 銭其 ア量
留 ト プ 以 ヲ イと JV 法
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之ク シ 皮 キ るノ レ種
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亜過 四 ヲ 常 時 キ 第 フ~乙芦 一・． 時
鉛 i前 二 帯 一申 J、 ~、 全 ヨ ー，、

ー一
末俺 四 フ 褐結銭餓 乾 レ酸
ヲ 酸 克而色果 J、 盤 燥....~ 化

使加 一 ノ ミ／ ヲ 常水 ノ 一 ノ 水銀一 一
用 里 数 プ 呈 ーー 酸弱 ト 酸 J、

ジ ノ 過硫 宰数 ジ。少イピ酸亜 キ 化 粉
タ 強 i前酸 ヲ 回亜 シ物性硝 O 物 j伏
ノレ 度 俺溶 得賞檎ク ト 或酸ー ノ ト

場 ノ、 酸披 タ 験酸高 ナ J、 臨 四 完 ナ

合穆 カll 中 リ ノ アシ ') 中 ーー 二 金 ') －、．ー
一．， 酸里 ノ 結 ン ア ブ 性懐 O 乾其
ノ、 ーー ヲ 銭 果 毛 ン沈溶ノレ瓦燥場

結 プ 以 ヲ ト ーー モ 澱披沈 ノ ノ メι凡. 

果規 ブ 還 シ ク ーー ス ーー 澱卒時 ーー

低定 満元 プ J... ア 此過法均純ノ、
'-- '--

~ シ
メ.... じ－－ 
ミi 理 ヲ ーー 沈剰 結酸結

ヲ 返、同 .A ブ 論用依澱 ノ 果イ七 果

常 フじ ノレ 第 上 ヰ JV ノ、 亜 ア餓常
ト 剤 方一 ノ タ 沈櫨碕 ') O ニ

ノV 澱過西空
、 ． 

シ ノ、 法銭 0 一理
理亜 E望 一 時 ρ シ ア 四論--, 

論鉛 ト 四 モ ア 易 L〆 一 上
上末 ナ 一 酸 ク ク ニヒ 九 ノ
ノ 或 三J 九 化 ノV 之 ーー 克数
酸 J、 定銭バ ヲ ク 一司． 字
イと硫 ノ 粉 不 £‘ 劃 ト

」

餓化 酸航 ナ 'jじ.. ヲ シ ーー

O 水 イと ト 全加 0 致
一素

'-- ． 
盤i ナ 一 一

，、、， 
』－ .A 

九
ノ、

四 ヲ 一司 ソ ブ 乾煮 回数
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九用 ジ － ー ク ミJ Jえ 四 ノ

克 セ 0 褐時焼 JV 克質
一守 ') 一 色 J、 ク ト 不験、
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液 一統示盤示 用合ノ ジ

中 五 ト 薬 ヲ 薬 _;;t 
『ー 場 。

ノ 一 ナ ト 多 ？？ )V ＿..，、 合一｝ 

遊 五→~ ジ 量用 四 ヲ 容 a 四
離 兎 ヲ ブ 一世 キ 甚易 ，、 一
酸 Jν 第 ーー 要使加 す 3竜 試 タ ヨ与 還六
ノ沃二重苦ス用 ;! )V /V 料簡橋元克

大鹿錨~ tiス l＂＂ 時方溶 使過 シ硫
部 ヲ 醸 。易 Y /.' J、法液 -t ジタ 化
分硫 ヲ ー依場傾第 中 ') 得 ）V 水
ヲ 々 合五 y 合向二 .! ト コF 銭素

中唾有 司F・・ 毛 ーー ア餓 織 ス ν 液 v使
薄日 ).I ~ 入倫 J、 , ト ヲ。 -t ヲ 用
ミt ヂノν 克第其よ第 第 ノV 取 ／ 

炭ク 堕 ノ →戚 少 一 硫扱場噌・・・ 一
酸三 酸結錫度プ盤 放 貰 ア 令

瓦 手.. 溶 果 ヲ 鏡デイと 態 ヲ 際 ｝ ー

新 i' 機 ア過敏ン錫 ト 生 ーー ＿，.，、

ヲ 満 弓ユ 9 剰ナ最 ト ナ ス酸高

通定沃 ，：：込 フ :/' 
,,. ~ )V 素 タ

シス 度 用 -t ヂ反 之 ニア O
7 ノV 方日 ニ耳 )V 9 膝 ヲ 捺吸ー

塞 h 里 JY ヲ み 終 盤 ノνl肱四

気法 ヲ ヲ 以議勤 イ七 ，、、 .A 
『

~，・

ヲ :/Jl1 菟ア ，.＞、 ヲ 錫 ジ Jν 三
騒 ，、 ゑ 試タ見 ・ー君F・ 然＝ 克
出 遊 ν 料 >I ノv ア ν 起 ノl

ミt 離 7- ，.＞、 ＝ξ "'1・ 漏 ト 因数

多 J武 ν 遁 ヨ巴 ト 定 毛 ヌ 字

量 ア嘗 7 図 硫へ ア
/' 純ノ ふ 難 イと ク 9 
決 酸携
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ヲ 『ー 水第葦

度 化度外従 素 一 ジ一
加 銭及部ア ヲ‘ メ 第
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及入同ノ JV 在 費盤 瓦後度里

ラ十一上 ~j! ス 量酸 ーー 一ー 加 ヲ
イ 度試昇差ノV ノ 溶 調満里加
ン ーー 料 ーー 減時理液 ジ定及ぺ
，、於 ヲ 従少 J、 論中

__._ 
。ス微熱r、

ノレ プ 同 ヒ ス 其：上 ノ →ノV 量 セ

ト J、強過ト憂ノ第方盤 一 ヲ /' .~み
ー一

氏一度満云夏数一 法酸 入安雄 ジ

法人 ノ 俺 フ ーー 宇銭 溶 七金酸ア
ヲ ニ過酸然 ナ ヲ ヲ 液 克z ト ノ 放
最括満加 ν ジ超過 中 ノ ス 存置
モ ヲ 俺里 ト ト 過滞 ノ 数之在 三J

通要酸 ノ モ 云ス俺 第字品 ヲ硫
嘗ス 加消摘 フ ノV 酸 一 ア様必 ；々
ノν 里費定或 ρ 加 銭 ノV 要酸ト '} 

ス j] ーー 量時 ... ，、 兎里 盤 結トジ
的如）・ 増ノ 満カ ヲ 果 ヂ‘ヲ ミ7,

チ ペ摘大温定 JV 以 過 ベ、 作 夕、

試故定 ス 度時 r、 プ i前 概周 、よ4

料ニ 俺
」

ス JV ノ ノ カ 満 争〆 J、‘ ーー
溶盤 JV ノ 上温 フ λ炉aじ． 酸 7 約ア

液酸 一宇 傾昇度 テ .A カ日 低五滴
ーー 存婦向 .＞、 高 JV jV 里 ク分字
盤在氏 ア 精 ヨ号 毛 時 一由 理問ス
化ノ 一 !) 密 ーー ノ J、 ヨ 論＝ 本一
第場十例度従 ナ 醸 !) 上 7 方
一合度 ，、、 ーー ヒ レ素 漏 /・ 終法
錫 一世 ーー J、 閥臨 ト 〆 定 酸 了 一ー一• 
ヲ て於堕係酸 毛 喜安 .A 化ス 於
力11 チ ブ 酸 ナ ノ 硫生 ノV 銭 JV 7 
’＼  〉〆 J、 ヲ ク 存酸 ト 。毛 J、

プ メ 一合寧在 i前共 ー十多
第ノV 七有 ロ ーー 俺 ーー 二数量
一 ’？ A ス 温封 ノ 業 九分ノ一
銭 rt毛ノV 度 .A 存消 一間沃
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上 0 括酸 稗 剰酸セジ． 
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街四ア J、七化ヲ水腹
ホ二ノV フ百第合中化
他克時イ活二有二第

ノ乃 J、ン内銭セ移二
方至多 J、外 Q )V ジ水

法 C キノV ヲ二水過銀
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行 ノV 液ヲ酸ヲ際酸

ス 時二 損 二必酸化
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化内 JV ニス成ヲ
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ア・土司那同 J、亦ノ出岩島東 r土

東 久郡主木ーセ等ヲユ 切土

川 崎磯ト実岩 JV ヲ合ア 藻
東 z 村 v 謹類石 9 ジノν
郷 小字ア果ヲ英成ア大農土
樽 露加島等ナ粗ノV 島5島 白商
西 出茂後ノス面第前3ヲ務
川 ア及ノ化頁岩三ト島；技

西 9 箕商石岩組紀総後ゴ 師

田 浦方ヲ中面屠稽ト
海 穏海合ュ岩其ス云佐
ユ 地岸ム ρ 及基 ヒ

連 郡ニ往玄盤商
JV 都 ツ ジ 々武ヲ 西藤
湾 高マア 植岩ナー ユ

J、 村~~ 物其ジ ア

東 宇ヂ化上第ノV

西 津周石ヲ三ニ傍

ノ 戸吉禍被紀島

長 ヲ郡炭覆ノ ヌ

ア 其西及ス中角I 戴
？ 主郷 介而頃 夫
H!, 4 産町 殻ジヨ 里

’ ~ － ‘ ． 

四
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劫二銭掃寸・嵯屠綜鮭掘麓峻麓南

色 酸 ヲ ム米藻 向 ノ 藻地 ノ ；ナ ;b. 4t 
ヲー イ七生其ヲ 士 J、 附 土貼沖 ）V 露ソ
呈餓セ他陥 J、略近 ノ ヨ 積毛 出幅
よ民 i叉毛3・ 9 ;fit ア 東 北山 下 ソ 屠 山ス 七
而 潤刷；藻 、 西 四酸盤乾ヨ 腹飯 町
ジ シ藻土厚／ 十 化 ヲ 燥 リ 入ノ 深
プ ブ 土中 予延五錨 7ナ 場成 十山 サ
此黄 ノ 二 約 長皮 FJ ス 及 .JV 米 J、卒

劫褐 比 J、六 約束浸 毛海慮 以中 均

色色 較浮尺百 ーー 潤 ノ 岸 J、下限ニ

部 ヲ ，的石ノ 五 ジ ジノ、 ニ全 ノ 以十
J、 墨純砂淡十 プ タ 竪主 ク 第上尋
不 ス 粋及醐米ニノV 硬 jv 4i ニ石 ーー
規叉ノ多褐南十結徹迄坦紀・英 シ
則 不都 少 色北 度果密 J、 ニ 屠組タ
純 J、 茨砂ノ

. ' 一宇 ノ j農淡軌 ジ ヨ 面嵯

斑 粋 淡化活幅角褐黄 f嘩 ア リ 岩藻
紋 ，三期 セ 及約度色乃 ヲ桂 成 ヨ 土
ヲ ，シ褐ノV 厚 六 ヲ ヲ 王敷藻ノV ') ，、

ナ ；？ 色木 す十以墨淡設土慮 成 潟
シ錨 ナ 片ー米アス褐 ジ ノ J、 ') ノ

プ 分 ノν ヲ 尺厚南上 色 ア採傾海南

散戸 毛 混 五 サ 東盤 ノ 嵯掘斜抜西

在富其 ジ 寸 約 － ー J、 頁藻及制二岸
シ 、、司． 不又ノ 二 傾黄岩土搬合百ニ
其.＠規某白十斜褐 ．ー． ノ 出 ＝ 五蛇

四
t1J 酸 則 宰 色米 y、 色 シ搬ニ緩十立 1:
合 分 ナ隙石＝ ノ ア迭不慢米 ス

J、 ｝ 袖， ノV ユ 鹸 ジ 砂裂 ニ 便ニ ーー JV 

全 乏割 J、 石 ア 質解使 ヲ ジ 違飯

~i主 ジ目石 ノ 其． 頁 ユ ナ戚ア ジノl

藻 キ ;:::. 膏？車中 岩富 フ セ殊 地 由l I 

土部川 ノ 屠兵 ナ 、、司． ジ ’ス ニ 勢メ

ノ ..＞~ 第品 ヲ 約 ":) 裂 ご？ 採 山 急東
， 



~、 加採嵯島 ア 出 湾穴巡 レ飯四

銭茂掘藻後 9 タ 蔭 J‘ 同ナ ノ 吉1J
分ノ ス 土ノ プ ジ；lk 高 ノ 夫山乃
ニ 4注 J、南 考又ヲ サ常大ノ 至

富藻 加岸ニ古其ナ三時正 ~it 五
、、、 土 茂ニ 皐ース尺 J、七藻事l
嵯 J、 湾於加上ユ 毛乃五年土ュ

酸主 ノ ア茂貴 J、 ノ 至十九 ヨ 違、

分ニ 東縞ノ 重洞 アー徐月 9 .A 

品淡 岸六桂ノノ 9 丈ユ脅成

乏黄 ノ七藻資正洞幅過見ノV

ジ褐 丘町土料商内五 ヨF ノ 山

桂色 陵長 タ及 ヨ尺ナ嘗腹

藻 ヲ ノ サ？ 9 左
, 
乃 9 時ニ

土星 中約 右 J、至 キ ~、，」降、

＞、 ミ／ 腹ニ 商人ー歪横数

一中 二十 側骨丈ジ穴多

般ニ 露町 壁曲二嵯ノノ

ニ鋤 出 ノ ュ玉尺藻数洞

塊色 シ轡 入管ュ土七穴

服部 ネ入 物玉ジ費十ア

ーー ア オ ヲ 家馬金ア掘ニ 9
γ 9 セ ナ 環洞ノ遠考

プ ヲ メ Jえ 屋旗門際セ古

屠不 ソ 毛 及部 J、破 ヲ E事
理規 ト ノ 網土概壊 ト 上
特則 株ヲ 等器ネ シ穣横

然二 式加 ト朝間 タ ス穴

セ混 曾茂 思、健角 JV JV ト
四

ス在 枇海 惟土形 ーー 毛稀

採ス ーー ト ス器ヲ ヨ 同ス

掘此 於ス へ刀ナ JV )L JV 

地劫 プ カu キ鯨ジ ナ年モ

二色 之茂 壁，等時 9 入ノ

於部 ヲ ノ 重 ヲ ユ洞月是

． 



ーー ノ シ ニ盤 二 ーー ア箕 ニ商岩ア

筒厚ア シ J、 尺竿 ヲ i甫 二北 ヲ J、

月 サ ニア径 ヲ 蛋駐ノ 十ュ下上
五 J、十板二普 白藻砿 度 ジ盤盤

千二度版.；遁石土藻ニ傾ア ト 及

俵三ノ ヲ :."' ト ノ J、土 斜西、ジ下

一尺角呈チ ジ結概産箕 ス方帯盤

俵乃度セ メ 劫核 ジ地 j甫嵯ニ褐 ノ

七至 ヲ JV 色的 7 ノ、ノ 藻四色閲
八七以漉 ト 部聞黄箕砧土十又係

貫入ア 青 JV J、 塊白浦藻 ノ 五 J、 ヲ
'-

日尺南質内全 ヲ ・色ノ 土厚度淡知

入 ーー 西石外居合ヲ }¥ サ傾聖劫ノV

9 γ ニ英ノ ノ よ‘ 呈家 J、耕色露

ヲ プ 傾粗浮約問 ジ ヲ 卒ス ノ 出

採板斜面石竿塊柔北 均ノV 砂 ーー

掘就 ジ岩磯 － ー ノ 軟 ーー 一 宅質乏一
ジ石延夏 ヲ 達形ニ 距 十字頁 ジ

箕英長 ニ合ス牒 ジ JV 尺坂岩 キ

浦粗約其 ム下 J、 ブ ニz 長根 ヲ 毛

ノ 面二上浮盤櫛指 ト サ ュ上小

海岩百 ヲ 石川 ネ頭四 二於盤字

岸ノ五被質淡不ヲ町 百 7 ト 超1
ユ角十覆凝褐 ．規以傍 尺 J、 ス ノ

ァ磯米幅 ス茨賜則ア海 ーー 北屠谷

之ヲ 屠岩色ュ粉抜 遠四向 ーー

ヲ其約向 ナ ノ ジ砕約 ス十ノ、於

意11 中四..., 9 細 7 ス四 五超ア

般ユ十北而粒径ノV 十 度ノ .＞、‘

ュ合米四 シ砂五 ヲ 米 西谷淡

積 よ‘ ーー 十 7 岩六得ノ 一世 ユ褐
、、、 巡達五流ニ寸へ丘 走於鋤
込同ス度理ジ乃ク 陵 9 7 色 t
、、、 嘗表西頴ア 至其地 商 J、 ノ

出時主 ーー 著上一中 ーー 西略砂

｝
四
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セ -t 嵯厚ナ ヲ者B ユ走質箕云 雲
l) 9 藻テ 9 粉万 穿 9 角 j市 7 国
Ii 大士一屠砕ノ 孔南磯 ーー 安
云正中寸向ス鮭 介西凝於 来
フ七 一由 乃 J、 へ藻四 ノ ュ及 ケ 町
年 J、、至略ヵ 土 遺入岩 JV ／ 

十 木二商 フ 訓郡跡度 ヲ 制~ 工
一葉寸北ス字万 ヲ傾上藻 場
月議？ノ ユ上盤ノ 除斜盤 土 ーー
末果J砂 ジ盤尾鮭セス ト J、 轍
ヨ 魚岩ア .＞、 ノ 藻ノV 厚 ミJ 又 迭
9 類屠西多海‘土 ーー サ淡 Jス

同化介方少岸 ヨ ＿，，.褐字 而
入石在 ーー ノ 一四 1) 約駒棒 ジ
年等ス十砂露 プ 三色 々 プ

JL ヲ 桂度利出 考間 ーー 賀 安
月埋酸傾 ヲ シ フ ナ ミJ ノ 来
初戒分科混淡 v 9 ブ 海 町
旬 ミJ ーー J’t ス褐 ，，、 ト 柔演 迄
迄主主乏鮭 ノレ色 其ス 軟 － ー ノ

i 採湖 シ 藻 淡ユ 浅而ナ 露 運
掘沼 キ土 JJ( シ’ 海 v Jiν ノV 賃
シ ノ 劫 J、褐 7 成ア砂津 J、

二地色厚色可 －ナ上岩 々 一
千 ユ部サ ノ ナ ノV 盤 ヲ 賀 俵
袋成 ρ 約砂 9 ヲ ヲ 下 :/' ーー
．、一生略十岩 ーー 知ナ盤駐 ヅ

袋セ 其一 ユ硬 JV セ ト 藻 キ
十 JV 竿尺 ジク 一ー九 ノν シ 士 十
貫 忍 ヲ ーー ブ 指 足角 北 J、 一

一目 ノ 占 シ下頭 ノν 磯六 石 銭
入ナ ム ア盤 ヲ へ凝十 英ヲ

’ 
JV 某 ρ 以 ジm.度 粗 ；・； 袈

） 

子予 ヲ 間不 プ 岩 東 面 J屯

出示 ーー 明之 中 ・ー 岩 ト

四
四



石間桂 ヲ 9 東北約向
英断藻産東部二三山

粗績土ス方 ι 十町ソ

面 ニ於度ノ 4佳ジ J、
／ 

岩 ア屠 四 プ 東路藻五
ヲ 露向 十 J、 ユ傍土

戴出 ノ 五北走ナ J、 向
ク ス延 度二 ヲ , 二山
ヲ JV 長 傾十西 ト 箇ノ

以 一－・ 幾 斜度方 ス蕗鮭
プ ヨ 容す ジ西 ーー 話II ユ藻
其 9 ナ 設ユ 四者露土

’ 採；F ノV ユ走十 ρ 出

掘之ャ ーサ度板 ;7..

ーー ヲ 直 背西傾朕ー
J、観接 斜方斜石 J、

多 ν ーー 屠ユ ジ英向
少 J、之 ヲ 四 ’後粗山
ノ 鎖 ヲ 形十者面ノ
困量規IJ 成度 J、 岩人
難 J、 ノν ス傾凝ヲ 家
ア砂能 砂斜友上所
ノV jJ J、 疋u王, シ岩盤在
ヲ フ サ 中西及 ト 地

蒐サ 9 ヨ 部石 ジ ノ

ν JV シ , ーー 英凝直
3屯 ，、、 毛 J、於粗＂＇後

四五

ジ少 往フ商質ニ

然ク 々 J、岩砂 ジ

ν ト ーー 北 ヲ 宕… 7ー

ト -'11: ジ十上 ヲ 一
モ 約 ア度盤下 J、

上一 経商 ト 盤其

盤町 化 』 三J ト 東

ーー ノ 木走其 ジ方
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モ 分挟居間ニノV 周名（ー） 一一一ノ ＝有 J、 窪花地 山 張
重及 ヨ．セ 培地尚質岳 町 伊

浮 , ~ ラ 段 ヲ 岩 J、 ーー ミ賀 ！採
石 区 ν 地占ノ、片国及図ー 下
砂舟普卒 メ 北麻続 ヒーノ 一
野蜜西表セ東粘粘 一ヲ ス ク

雑 ν 伊及域部 1~ フ ハ土 於
フ ノ、賀河砂 ニ 尚 ν 河 土 ケ
Jν 亜粘岸岩露岩其合産 jレ
毛炭土 ーー 凝出誕中村地

粘ノ， ヲ ト 張主え ジ麟央 ヱユ J・

ニ 雑 シ 違質斑岩・ ユ 西三
セ頁糠第四 川 重

、
ジ フ ブ 石圭
ブ ノV 会11 ') 岩岩－三窪島騒 石,_,_, 
其毛 ラ粘等 J、紀地 ケ．阿

主ノ レ土 ヨ 片居六原山 農 鐙
ナ石所 J、 リ 麻及 アl 村郡 商 石
ノV 英謂第成岩第 ') ーー 及 務 及産及木三 ソ ヲi 四；F 連名 投
地長節紀其：貫紀所ノV 賀

師
浮

ノ、石 粘層下通屠謂本若［） 石
左 ヲ 土 ノ 部セ ナ木地 ーー ヰb 砂ノ 雑蛙基ニ ') ソ 津域亙
ia プ 目底、粘第片川 ，，、 リ巴

シノV 粘ヲ土 三 麻ノ所北 1~長
モ土成亜紀岩支謂ノ、

ノ 等セ茨唐 J、流伊九 敬
線 アノV ヲ ノ、本 ユ 賀柱
泥 ソ 合挟是地 ヨ 高村

太石是粘有等域 リ 原 ユ
ヲ 等土 ス ヲ ノ 浸、ュ這

雑 ヲ屠第覆南蝕麗 ジ 夏R
フ 其 中 四 ヒ 東セ ジ商
JV 成 ニ紀 7 部ラ 四ノ、

－m跡ムハ



フ 五（ρ ）劣フ炭ア ノ（ロ）原茨ニ岩（イ）

Jν 尺 等 ν ヲ ＿，・、 間 料 ヲ 於 牽
毛 ＝阿ナ石雑緑窪阿ニ雑 ア地阿

概達山 ヲ 英フ 泥地山 i鹿グ J、 ノ 山

;f> ジ郡 及 JV 石＝郡スグ線 渓郡

石花島 長粘 ヲ 賦長 粘泥開花

英尚 //' 石土雑存回云 土石＝之

長 岩原 「ヲ rm r、 J屯 村 フ ~~ ヲ賦木

石 ト 村 雑チ 中粘字 チ雑存村

及凝字 フ 木央土ニ 木へス大

亜茨庭 ノV 節部 J、軒 節中粘字

茨質尻 ・粘粘 ニ花屋 粘央土大
ヲ 頁 ノ 土土於尚ノ 土部 J、野

雑岩粘 ~p J、 プ 岩粘 J、 ュ厚木
，、、 ト土 チ耐 J、 ト 土 其於サ ノ

俗ノ ＿，・、 蛙火亜砂 J、 量ア約粘

ーー 間島 目度炭岩上 多 J、 七土

黒 ーー ケ 粘高 ヲ援野 コカ盟十 J、

蛙挟原 土カ 雑岩町 ラ炭五上

目有蝶 ム、 -JV て互ノ サ ヲ 尺野
ト セ ノ 概へ上層西 JV 雑ノ 何I
稽 ラ東 二千 ク 部 ト南 モへ合〆

セ ν jj 粘良 ーー ノ 西 品上粘南

ラ其約 土質於間約 質部土西
レ下十 質ノ ブ 一 優ニ屠方一四 一
耐部二 物耐 J、挟十 良於ノ I約

火＝町 ノ 火石有五 ーー ブ 主ニ l

HJ凶宅

度於ュ 合煉英セ町 ジノ、要十

高 ク賦 有克及 ：ァ ナ 7 浮部六
カ J、 存 量原長 レノν 良石 ヲ 町

JV 緑 ミ／ 砂料石其花 質 ，砂古三 1・

へ泥厚 ナ ーー ヲ 下両 / ヲ .，メ 産

ク石サ ク 供雑部岩 1句雑其； 三／ : 

良 ヲ 一 品用 フ 一司 牽 磁ブ 下花 i一
質雑 十 質 セ亜於地 器亜部尚



淡最砂（へ）ジ 毛 ノ（ホ）部亜，、東 （ニ）メ

紅下岩 ア其凹 分茨未西 面t
友部 ト 名石下窪阿ノ 屠タ 雨阿火
色ニノ賀英部地山厚或採岸山煉
乃於間郡長 J、ニ郡サノ、掘五郡克

至ア ユ薦Z石緑賦九約盛ニ 箇島原
淡ノ、挟原2及況存柱十岩著庭グ料
劫石有村亜石シ村二層手ニ原 ι

紫英セ字茨ヲ 花大尺ユ セ 散村供
色及 クノ~ ヲ 雑尚宇 ェ被 フ 在字セ
ヲ長 ν 幡雑へ 岩 九達覆 レ ジ四 ア

塁石厚ノ へ其 柱ス セ •· .A. 某辻 JV
ジ ヲ サ粘現上凝字 ラ粘北附 ト

耐雑約土 ーー 部友商 レ土部近云 i

火へ二 J、 陶 J、 質 出 其 J、 ノ イ ヲ
I!下十名器浮 頁 ノ 下方足ニ粘
ぜ部尺張原石岩粘 部白筒土
ヨ ニ町料砂 ト 土 .＞、 色庭山

グ ソ 這 ノ ーー ヲ ノ ，，、 分ヲ川島
ノV 上
'-
ジ北供雑間佐 解呈櫛ク

渇部凝方 セヘユ那 セ シ ;f、 原
度ュ "!JC 約 ラ使挟 具 ノv 1':i 採騨
計亙質－ JV 用有騨 花英掘ノ

一 リ 頁里 ーー セ ノ 崩及 、セ 南一
十ア岩ニ 通 ラ北 岩宇 フ 々
四ノ、亜賦 二え レ西 ーー J、 レ西

番亜茨存 ノV 厚方 移分タ 約
.::. .~足 ヲ る〆 ＿，・、 サ約 化解ノレニ
違及挟斑 中＝ ミJ セ ’モ ート一一

使ノν 南町
', 

λ 浮有棋 央十里
ト 石ス岩 部尺ナ 用長部ナ
云砂粘 ト 約 ι ノν ニ石ノ J.V 

フ ヲ 土凝 入遥花 通 ヲ 二康 パ
雑 J、放 尺ス 尚 ス雑筒津
へ某質 一ー ノレ 岩 ノV へ蕗メ

、
日晶 L - • • 

駒
沢



ジ J、康ェ積方 ーー 紀ュ野生II （二）ユ是

或淡ク シ屠エ ア屠 ジ ア村 轍等
J、駒北 7 ノ 約 , ノ うk J》 字三迭ノ
鮭色方其粘十ア 最第毛重重セ粘

岩ヲ エ露土度砂 J二三瓶坂郡 ラ土
石墨狭頭 J、 ニ岩部紀ネ及甥 L〆 J、

英ジ ク J、増傾 ト 層高沼津陶露
及撤商濁段斜櫨賦 J、距津村磁天

長密方津地 ジ i母存正十村附器掘

石 ナェ村＝多 シ陵米字近原ユ
ノ ノV 於字賦少ノ 或地乃吉ノ 料ヨ

粗毛ア瀦存凝問 J、ュ至諜粘面t ') 
粒劣 J、津ジ方正ニ洪洪ニユ土火採
ヲ 等約＝主質挟積麓十於 J、煉掘

－雑ナ千起 ト ヲ 有期屠米ア濁克セ

フ aノレ 米 クジ帯セ 磯 J、 ノ 採津原ラ

是毛 ユ北ア ヒ フ 屠培培掘村料 ν

等ノ 達々磯 "}J( ν 中段段’セ ヨ ユ主
ノ J、ス東屠青葉二地地ラ Y 供ト

粘水粘ユノ色厚挟ュナ JV 大用シ

土酸土約間ヲサ有 J中丸本矢セア
イ七 J、二二塁 J、 セ積地地知 フ 島

露銭品千挟ジ三 ラ屠質域村 JV グ

天ユ質三有精十ノV J、 J、 .；・、 ーー 原

掘浸佳百セ組ニ第卒！第其亙 騨

ーー 潤良米 フ粒尺二地三西 ') ヲ

ヨ 1! ナ連 1ノ－- ーー 紀ュ紀遁賦 経

一四九

') フ JV 亙厚シ達屠接屠ニ存 プ
I・ 

採 V モジデ 達決垂 大プ さ／ ノ ジ

掘アノ其ー吸南粘ス積坂主 i 坂

セ茶 J、幅尺水方土粘屠山ト 京
ラ褐友 J、乃性或 J、土及 ’東ジ 都

レ色白南王自1..＞、 重 J、 J中遜 プ 金
iドh’f' ヲ 色方八 ジ商坂第積ニ大 1皐
古呈或 ユ尺浜東山三暦年矢 等



供ヲ浸床面均セ覆 J、存桑 焼

用採潤面以六ラジ古ス名 素
セ掘セ以上十 ν ァ生ギ郡 地

ラセラ上ノ皮ニ其度地古 土
三 JV yν ノ高ニ，箇南第域讃二二

採ア高サ傾－庭部三 J、村 供

笹 掘茶テ約斜ニヲ紀概ノ鮭用
セ褐約四ス露占屠ジ嵯 セ

石 JV 色二十西出メ及ァ岩岩ラ
桂ナ十米方ジ J中 J申丘 ）~ 
岩ノν 米アニ共積積陵 J、
J、ヲアリ露ユ屠居地養

フ普 Y 東出略 J、ナェ老

ν 通駐方セ南河 Y ジ錨
fト岩ニ JV 北岸古ァ道
ヲジ J、露毛ユニ生其多

以其質出ノ連小屠北度
ア浸‘堅セ J、亙域 J、東騨

粉潤綾 JV 厚ジヲ正遁ノ

砕甚ニ毛サ東領陵＝南
ジジジノ約方ス地ー西
俗キアノ、ニ或駐ノ小方
ニ毛放厚十，J、岩大流約

石ノ白サ五西川部ァー

粉 tヲ色約米方古ヲ y 型．
ト避ヲ四長エ生領アナ

都グ皐十サ三屠シ商ノV

ジアス米約十粘第東北
テ露ノν 長五度板三方猪

陶天毛サ百乃岩紀ュ飼

磁掘水約五至ノ屠流高
~ニ酸百十九間 J、下塚 。
原ヨイ七十米十ニ之ス山 .・・

料ソ銭フ~河異挟ヲ地ニ ・ c~； ; I 
エ之ニ河 ．床卒有被質賦 ..i 会. : 

－？なの



玄

ト ）v原幅紋セ順其ぅr 9 ージス ly 員4

云盛料約ヲノν序南約一 ！？地ア耕ミ
フ石ユ五ナ長＝端百 J、応質其郡
J、供寸ジ 日石並相 I米厚胎 J、産石i
坑セアア及列癒河サシ概地樽ゲ、 v 

道ラ Y 集石ス合床約脹ネ J、村

ュν 主l：合英俗ス面ニ J、花所ノ

ヨ劣品 ν 粒ニ盤以尺屡尚謂盤
Y 等位粗ノギ石上長升岩龍石
アナ佳粒集 iチ脈ノサ岐ニケ
採ノV 良三合ト J、高約ジシ議 J、

掘毛ナシヲ稀脹サニアアノ北

ゼノノV ア雑スノ約百本河中勢

タ J、モ概フ jv 周三十地岸腹銭

？ 白ノネ盛部国十米域エニ道
叉色 J、結石升ョ米河内 J中嘗楚
河ノ概品 J、 J、リア床ニ 積－ 9 原

床畳ネ形紫主 （イ）9 面網屠俗騨
ヨ石紫明色ト母ア j;J 斌 11、ェノ
ゾ石色ヵ青シ岩共上ユ域唐西

，掘英及ナ線ア （ロ）ニノ費ヲ戸方

撃等青ラ色友俗略高達飯器約
セヲ線ス白黄＝東サセストニ

ノV 雑色嘉色色；；西約？畳溝型
竪へノ等等粘チニ四其石ス宇

＇－『

切 2法益 J、ヲ土ト走十稼 J、ノV ナ

坑郵石脈呈ョ都リ米行花ーノν
＝錨ノノジリス蹴ーユ尚小石

ヨ採集中各成ノV ネ J、堪 岩 流樽

9 原 ；告央色ソ部商厚フ中其商
探料丘三部ノ扇舟方サノV ユ中字
磁 戸ユジ ！ニモ桃 （.＞、）ニ約モ脈央水

中供ア賦 j ~伏接傾ニノ朕ヲ品
ナセ硝存 ，n ヲ石斜尺ニヲ商ニ

クラ子ジ斑成ノジ長ア成流ア



プ ク達ユ方岩 j母港質ヨヰ西メ 棒
北北 シ露ー ヲ ヨ ス頁丘ュ商市

方西途出志 l' 9 JV 者凝 陵連方附
ニ方＝ジ郡盤成頁 地亙約近
約ユ尖二本 ト 9 岩茨ア セニノ 四
五薄滅度村ジク屠質 Y ノν 町浮

度ク セ J中ノ 凝培ア砂地丘ノ 石浮
:. - JV 積射友段 9 岩質陵ト砂石
傾屠モ屠撃質地 7 津川地コ 砂
斜乃ノ ユ場砂ヲ不石第ア 官 産
ジ至、被ニ 岩占整砂三 9 ョ地
北四如覆逢凝メ令等紀裳 9 .＞、

西暦ジセ シ双沖ニ ヨ屠挟 南西安
方ノ洋ラー 質積花 9 方方濃
ュ凝石 レ度頁屠尚成積 J、約主！：
於茨砂夏 tit岩 J、岩 9 屠増ー紳
ア質 J、ュ積或卒及本及段里戸

J、頁裳同居 J、野片地沖地竿村片

I 略岩厚村 ζ 砂及麻域積ニノ
商ヲ ナ字被磯河岩ノ 屠 ジ ト 回
北挟三志覆 ヲ岸 ヲ基ナ プ コ村
ユ有十袋セ上＝被盤 9 北ロ櫛
走 ジ尺ニ ラ盤小覆ヲ第方＝形
リ 東 －乃露ノレ ト 域スナ三 J、及村
ア方至出 、 ミJ ヲ ト ;JI. 紀平フ及
東ュ五ジ屯紳領云毛屠野本一
方於十北夏戸スフ英，、ナ地志

ニア尺方 .＝－ 村洋供下正 Y 域郡
約 J、ア櫛片字石積方陵卒 J、本
十略 9 形田青砂屠ユ地野其村
度東ア村村谷ノ、 J、 J、 ヲ ノ 中＝
エ商東字宇＝凝砂数占西央亙
傾ュ方産3長起茨磯百メ 方＝ 9 
斜走ニ品；谷 9 質及米凝＝略津
二え リ 厚ユ場西頁境ユ友別東市
－・

一五



婆 J、 土ナ 品
磨黒質ス質

砂雲 ーー ヲ 佳

等母 ジ得良

ーー 片 プ
，、、 ナ

供 ヲ 色ク JV 

用雑稿劣毛

セ ，、、 赤等ノ

フ 黒 ク ナ
，，、

JV 瑳之 JV 友
、 貼 ヲ モ 白

＝ε ア :tr ノ 色
亦 9 プ ム砂、 ヲ

輸浮 J、或呈

子石 ’－ ＂＂、
ジ

原砂度水瓶
料 J、 破酸あ
ト 坑砕化浮

ジ道 ス餓石

プ ーー ノV ーー
ノ

使 ヨ 毛 浸破

用 9 更潤片

ス採 ーー ・セ ヨ

ノV 掘結 フ 9 

ヲ セ
b －－・
ν 成． 

得 ラ ジ プ 9 
、，、、
レ プ 茶打

シ 粉塊褐ア
末斌色 J、

ト ト ヲ 容

ジ ナ 帯易

プ 9 ヒ 一司
精易或粉

米ク J、 末

減或粘 ト

－ー

一
五
三



ク ノ 貰地磁雄ヵ 矢 JV 天
..；・、 ーー キ 質 器ナ 主 ト モ 草
褐 シ石 J、原 ソ要ス ノ 君E
色 プ 英白料此産項ュ 天
ノ 一粗 塁ユ 外地 II寺 シ草ー
縞般面紀趨久ェ J、 プ 下
目 ーー 岩屠ス 玉 ジ天 元 島天
ヲ 自 々 ユノν 杭ア草蔽ノ草
現色脈 ジモ深就下年間郡
ν 乃 ア 7 ノ 海中島問石天
悪歪 9 主 J、村 高ノ高 川 市一ー
質純 ア ト 其一演西演俗下
ノ 白 各 ジー町小岸村 エ島
モ色蕗ア 部岡田 ユ上天ノ
ノヲニ砂分村床於田 草陶

ア墨現岩ニ及ノケ家石石

リジ出及活富二ノV ノ叉

質一虎ス頁キ岡筒高姐 J、

撤ユ陶岩ス 町村 演之茶

密 ヨ 石ノ交四地村ヲ 碗
堅 9 J、互通 i庄内小同石
硬水這屠亦ニ J、田村 ト

ユ酸般 ヨ頗産古床字稗
ジ化石 J JV ス来村鷹 、ジ

ア銭英成不／v良下等閑
斑浸組 9 使モ品津エ磁
品潤面壁ナノ ヲ 深於器
砂 ジ岩岩 , J、産 ．江 プ 原
ク プ‘ ノ 屠 品ジ村接料
稀褐 分ヲ 質 今都見中
ーー 色解挟 劣向呂 シ 最
長 ヲ シ有 等採々 タ モ
石墨タ 3、 ＝掘村ノV 重
石 V. jv 之 ジ最 J、 ヲ 要
英若 毛 ヲ ブ 毛之鳴ナ

e・

農

商
務

技

日市

伊

原

敬

之

助

熊
本
j採

下
一一
於
ケ

／レ

陶

石

陶

土、
市十

火

粘

土

及
石

来高

／ 

五
回



五
五

古若多江ヲ水俗替回演岸 ：ユア及

屋ク少村産山ニセ松小ユシ稀黒

敷 J、ノ z セユ村 9 牽田高アニ雲

1.IJ 北差違ス露山高及床演該黄母 i
走西異ス村 J、石演帝 1也小汚餓散
ヌ方アノV 山ノレ脈小囲内田染鎖布

落エノV モ石、ト回窯ノ床部ヲ‘ス

．山傾モノ服石稀床業陶下ノ、合ノV

山斜ーユ J、英シ地株石津之有ノ

ノス十ジ高粗東内式 J、深ヲス

小本尺ア演面方＝曾高江古1) 7i .:;!{ 
卒 k石乃本村岩ニ於枇演都 1去酸黒

曲 、脹至地字脈在ケ之村呂セ化雲。

岩 J、三域夕 J、 JV ノV カ上々サ餓母

山入十ユ j甫俗ヲ陶採悶ノ JV ノ J、

山筒六r 於ニニ奥石掘松四ヲ浸分
｝披露尺グ起髪山版権．彦筒得潤解
山ユノ JV Y ノ石 J、ヲノ村l スセ： シ

之ァ間露雄水脈ニ有所ュ這ノV、？
ナ採ユ頭 ；ノ砥ト傑汽有亙般ー部＼、殆
Y 掘膨ノ木石都ア者！＞ユ )1 .岩 －分シ
奥セ縮延坂脈スソ呂係 自略！服 J、ト

山ラジ長ヲト而露々 7 海中製新
石 y 約約経稗ジ一村下岸著陶、守鮮
脈 i7＇三三アジア闘ノ ー津ニジ原ナ

J、回十十略砥 一最重き 噌モ深並キ料 .JV

宇山五町北石モ ！堅ノ江走モトモ
十椎度ア東ユ東長 J、村セノジノ
星ノノリ方好方モ岡地ノV J、アナ

ユ木角幅＝泊ニ海村内寂天其シ
起坂度 J、走スア岸木ノ保草用副

ク山ニ慮ソノV 'J'.ユ山毛ユ，It下ナ成

南符；ァュ下芯ア近直ノシ烏キ分
方旧西ヨ津陶費、キ蒼 J、アノ 1 モト

合山方 7 深石ノヲ鰹上高西ノbγ
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斤大九四岩及時倉迄向高掘 ーー プ
ュ正十百山鬼ノ、伊四 ーー ク セ膨幅
ジ八八五産時積

ノ
哩沿剣 フ 大 J、口

ア年高十陶浦載山ノヒク Y ジニ

其四五斤石石量等専掘受阿現十
地月千 lナ J、 ρ 四ヨ用進 石ユ五

方ヨ七 9 牛専千 Y 馬ジ戸川本尺
}}IJ ＇） 百シ馬舟斤産車各口一服乃
産同五モュ道メ 出劇L採産般ノ 至
額九十周駄路馬 ス道掘 J、 ーー 主五
J、年斤年 る〆 ニ車ノV ト場粘良要十
左三 ヲ 蓮ア ヨ九陶皿共 y 質部四
ノ 月 示搬搬 , 憂石 山略集ニ ーー 尺
如ユ シ設出 ’荷 ヲ ...、 ヨ 一多 ジ ジノ
シ至翌備 セ 馬以飽 リ ー十 キ プ ブ 間

一五七

ノV 二ノ~）車アア矢米毛村伊＝

一年整崖ヲ運該代内耐山 d膨
筒ニ頓額以搬軌倉外火石支縮
年 J、ノノ、アセ遊山掘度ユ ス

ノ千潟明附，＿ニ迄下．梢優代馬
産四メ治近又依 ーセ低ソ倉巣
・出回大四ノ弓リ哩人ジ鷹向山

高四正十海岡高ノ蓮ト巣勾以
月十元四岸椎撹軌搬云産迫北

千七年年二禾海道設フ J、鷹1lt ...、
七高ユェ運坂岸ト備採粘 ノ 四
百七 J・ J、ヒ方ユア J、掘 Y 巣十
入千一五銭面搬 ソ 高 J、気山五
十三躍両国 ヨ 出馬演露少等尺

入百倍ニ及 9 セ菓 i警千 天ナユ乃
高斤加十鬼スラ、 掘キ於至

四エジ五時ノv ）て句ョニ屯ア五

千及ア高浦村 3~ 迫 9 ヨ耐盛十
九へ千六ノ山回矢皿 9 火＝四
百 ，＿百千内有嘗代山走度採尺



． 

英町月下店製 ン等渡陶

粧 与海津川遺ト 品一石
若亙岸深棚工会十高 J、鬼小村皿

クレニ江方場圏三斤純海田山 山

J、以至郡面 ヲ ノ 国 ーー 白；長床石石

黄沿 , 呂 ーー 設各 ト ツ色石石
鶴海南々特ケ 製 ．ス ヨF ヲ

鍍地 J、 爾約原陶販一塁
ヲ 域小村店石地路等 ジ

〈口 団地 ア ノ ーー ..＞、 品合

ム露床内 ') 外搬名二銭
':::! 出 村ニ 垣出古百量
ト ス 界於 主 ス屋五少

多該 ヨ ケ ヲ ト 市十ナ ．， 

ク 1也 ヲ ノV 製云京国キ
其哉北陶 造プ 者l；ニモ 一ー

一 一質以 J、石 ジ名市等ノ－－； '--; --; 

組外小脈 下古 JIB品ヲ八四二四
悪露松第 関屋前百良七二三型

入 O 一一
ーー 々 川ニ． 以市美七品 九九一七
ジ ーー ーー 園 東ニ堤十ト入五七五九
‘プ 現及奉 ノノ、尾国シ O 五・ 0

蹴出ヒ照 話上張三五斤斤 rr斤
湾、 ス束 J、 要凶 ノ 等種

陶ノV 西東 一一 陶各品 ーー
石石約 J、 供料地六選

ト 英十字 へ合ニ 十別

シ粗五松 叉資 ジ国 セ

ア面町南 ノ 肥曾 プ 四 リ
某岩卒 ． 前枇其：笥；其；
期 J、 北附 盤 ア 他品煩

ユ概約近 回 リ 少ニ格
堪 Jジー ヨ 一宇 プ 量十 J、
，、、
ブ 里 ヲ 販陶ヲ鼠！高

サ石十西 貰土殆五演

ーー－ーー， 

五
八



五
Vt 

脈十東頭山大出岸 9 :J 津中ノV

ナ幅五エユ ーノ露ジ服延地深主毛

ラ J、度走 ‘連西頭本ニ長下江要ノ
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盛 ／V セ J. 9 谷山窪ニ y 亙至 γ ア

｜ニイ 9、七北源椴／露海セソ下此
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資色ノ之有 JV ア陶 J、下曾谷

小ヲニヲ下ト合石 針スア£

由主ジ要石云餓 J、都下金ノV 試ア
床シアス小フ量一呂津下ト掘試

下品底ノY 石木多般々深ジ共ゼ掘
津質ユエノ山 ＇！？ ＝＝.村江ユユラセ

深良ョ天五向粘純 村依走 ν ラ

江好 9 草種石 9 白 ノv ＇向 タレ

都ニア陶ト商気色 天.：：：. 9 ギ
呂ジ J、石ジ店砂ヲ 正沿採五
々ア水 J、販ユク呈 入ヒ掘曾
ノ製4酸白貰ア且ジ 年掘 J、ョ

四陶化墨セ J、ッ敏 ノ進露 y
箇原銀総 y 陶耐密 産ス天五

材料浸屠 石火堅 額逗掘曾
ユニ潤中 ヲ度硬三 J、搬ニユ

亙好ジニ 自低ナ 1 へ左 J、ジ亙
ν 趨悪岩 色キノν 二二ノーアグ
;v ;;i: 質脈 ノ毛毛七。五。 如般表前
海之ノヲ 度ノ之・・ジユ土三
岸カ毛ナ 及、ヲ O。2 牛及者

J、
地産ノセ 合如高 O 三 馬周ニ

域地ア 1V: 銭ク潰斤斤 若園斜
早川 ν 石量多村 クノ交

存天ト英 ユク産 J、岩セ
シ草毛粗ヨ J、奥 よ石 JV

就下一面 Y 紬山 コヲモ
中島般岩 分薬石 軍除ノ
高ーメニノ チ原ニ ヲ去 J、

演 西白分 ア料比 使ジニ

村岸色解 磨ユ .A 用露筒
J、ュ乃ジ 石供 ν シ頭慮

特於至タ 上用 J、 急ヨニ
ユア純 JV 石セ概 斜 9 於
優高自宅 中ラジ 面掘ア
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方 地 i挑米＝ 陶 攻贋カ ジ フ 以良
品質望内産土 y前u， ヲ フ ブ サ ブ ’ロpロ

一 J、 ュタト ジ J、 ヲ考サ之 JV 穣 ヲ
一
十一富ノ 俗葦 念察 ／v ヲ へ行産
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度 ーー 日 丘鳩郡 トタ来 Jν 其皮ノV

内 白奈ニ u1 日 葦ナ JV ユ ーー 量 ト 毛

外霊久 シ土奈北ス 所於放向般ノ

ーー 紀町ア ト 久郡へ謂ア I慢豊定 ト

｛頃品 Iノ 町都町鳩 キ技採ナ富 ジス

斜属小村ス 字山 :jJ 術掘 JV ナ各鍍
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ヲ 砂タ 脈 J、 ヨ ノ 務ノ ーー _;;i: ヅ 之

賞岩頁 9 ノ 日 Y 陶 ト 窮委へ キ ヲ

通 附末奈隣土 ノ 放スク想現

シ岩近端久村 調 ヲ JV 寧定行
石ノ 一 ヲ 町二 和告ノ ロ セ露

組英互帯ナヲ見 ーー タ 憾婚 ジ天

居 r、シ距村 待ノV 7. 来毛掘

面 ーー 傾ア ノV 字 プ ノ JY ヲ ノ ヲ
＊－玉, ジ斜海商白シ ノV 虞 ヲ 有 ヲ 緩

ラ

々 プ 急中西嶋ト 新ナ以ス 綜行
脈概 ι 一由 方 ーー 採 ヨF プ ノV 合~

ア ;;r. ジ突約亙 掘 ヲ 戒毛 J屯 JV 

1) 北；F 出十 1) 法保 三J ノ ノV 毛

鳩東地ス 五海 ーー セ ム ト 一日 ノ
山 勢 JV 町岸 ツス ，、、 ナ概 ト

...... ，、

ヨ 南概毛 ーー ーー ヨF 想、クス算ジ

ヲ 西 ジ ノ ア面 新 フ 然然入現
白 ーー ブ ナ ノν セ 道＝ フ 9 千地
嶋走峻ノレ海ノν 専 陶 サ ト 高 排
ーー ソ 険 ヲ 抜傾 門石 レ雛噸水

亙南ナ 以四斜 家ノ J、 モ ヲ 準
1) 東 9 プ 十面 ノ 市遠概降 ヲ、
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－染陶 JV キヨ概ヲ陶 JV 目ト綾ジ海

部土モア 9 ジ呈土亀ヲジ密爾岸
分産 f 以褐アシ J、裂有・ 7 品端ニ
多出 J、ァ色高土這＝ジ黄シ尖面
グノ這使 y 陵獄般富叉銭ア滅セ
白放般用縞土ノ石メ水鏡桂ス JV
色態石品目＝塊英 Y 酸ヲ長走傾．
部此英際若富ヲ粗本化合質向純
分ノ粗ジクミナ面岩織有石 J、面
極如面議 J、製ス岩 J、浸セ基白ユ

メク岩メ汚陶毛ノー潤 9 中墨露
ァ其脈之染原英分般ジ概ニ紀 J、
少位中ヲヲ料質解ェアジ石唐ノV

ナ置ノ削呈ユーシ分黒 7 英ノ其
ジ海白 9 セ供般ア解褐白長屠幅
蓋岸色去 :JV セニ成ジ色色石向員
ジユ部フ部ク綾 νアニア黒品約
産接分ヲF 分 JV 密 JV 高汚曇雲一三
出 ・シニノV 多、竪モ陵染ス母致十
量採シヲジ屯硬ノ土セ JV 及シ五

多塊ア得此黄ナニ化ラ毛白殆尺
キ蓮露スノ錨 y ジセ ν 黄雲ン＝
ヲ搬天依如鍍A 麓ア Y 若銭母トシ
期共掘アキノ質良 ク鍍ノ直ア
ジユニ鳩毛分石質 J、ノ斑立霧
難便ヨ山ノ解英ノ 水酸品セ頭
ヵ利 Y 土 J、＝組モ 酸化アクノ

ノν ナ之ト陶基面ノ 化 ι 稀岩延
へ 9 ヲシ土グ岩 J、 銭ナ品質長
ジト撰アト JV ナ純 ノレ散 J、約

員住捧質シ水 Y 白 薄ノV 布ーニ
毛採用ア酸此乃 皮褐ジ般百
褐取ニ某化岩至 ア色副ニ問
色セ適用銭石白 、 挟ノ成竪ニ
、汚 Y スナユ J、色 メ縞分硬達
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御如厚焼 ヲ ーー す グ 入 ;/ 城箇取 J、

止 ミJ ク ス施基 JV 優 陶蹄主産 セ古

焼之粕 k' シ ケ ヲ ーー 器園曾ノ フ来

ト ν 襲 J、 素 ノV 以特 ーー ユ盆ー JV 高

稀高 ヲ 鳩焼競 プ 産 ジ際 f ーー
、 田

ジ田被 山 ス 。色日 ト プ ジ子 ジ ユ焼

藩焼 9 土彫粘用 ナ 模随二 ブ 過ノ

侯ノ プ ヲ 刻土 器 .A 様従 シ象 キー
，，、 趣掲充 ーー ーー 具 ーー

J、 セ プ 眼ス原

上味色填 ヨ ジ タ 足会 .JV 曾細高料

野アニ ジ ’y プ JV JV 部 者階工田 ト

家 w 焼 タ プ 之 ーー 然象ナ ト ヲ 焼 ジ

./ 特 グ ;ii t凹 ヲ ，提 レ’ 限 ヲ 務 ：以川 7 

外色主部 7 用 趨 ト r ト ジ ，7 筆 利
之ユ ν 奇 Jν f忘 セ ;f; シ 云文名北用
'. . 
7 ジ ；v 』，．、 鹿 ヲ ス 素清 フ蔽 ア 郡・セ
焼ア紬純 ：＝ 器素地 酒製年 9 日 フ

製同薬 白 鳩物 地脆ユ 品問某奈ノV

ス 窯地色 tlJ ヲ 原．弱 シ J、征元久 、

)V 濁中 ーー 土手 草寺 ーー ア 鉢韓姐町毛

ヲ 特，ユ 焼 ヲ 製 ...、 シ気血ニヲ 字其

禁ノ 現 //' 充 シ’ 附 ブ 品井際上Z竹需
V 象 J、 上填竹 近破 一．． 茶 ジ野ノノ 用
極 限 ν ヌ ミノ箆 ーー 損 富碗加 喜 内 量

々 法 可司之薄 ヲ 産 ジ 、、、 茶藤識 ＝僅
メ ナ見 ヲ ク 用 Jえ 易雅器清宗於少

特ソ 上充紬 ヒ JV ク 致花正清 プ

且 ト 檎填薬 ブ 白 然愛瓶会 ト 製
．ヲス焼セ ヲ 之 皇 カ ス 等ノ 稗遺 7
興 奮 キデ 塗 京巴 思ス セ必ーー -'E ，、、 ノ
，、、 藩付 9 布 園’頁債 キ優徳朝 フ 要
フ 時 ヲ ジ案 岩格 毛美 ヲ鮮シ L〆 ーー、
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位町粘岩伏 ジ 外雨ノ 南 ーー ナ v 

－ ー ノ 土及 ジ回 ノ 牒西開 止キ製
ア匝 J、唯一ア畑 波界方粘 ’守 ー－ ロロロ
Y 域第岩終墾航山約土 レ至 J、

然ニ三第二ケノ脈ニ J、 一
, ,_ ~ド

一
ν 亙紀三甫寛 起 ノ 十玉 後責
ト ，.屠紀開＝ 伏一五名 玉 再品
毛数中屠盆卒 ア 部町郡名 興ナ

区筒ユ及地坦 ノレ ヲ 編商郡 セソ
域廃成花＝ ナ 丘 占岡 関商 ジ シ

ノ ニ層尚低ノレ 阜 メ 脇町開 εε ト

大露ジ岩下海 ーー 一大地町 現云
部出地並 セ岸 シ本牟 内 ノ 時フ

分ス表＝ , 志望 プ 松田 ヨ キ占 微然
ノ、就以泥本 ト 鞍山市 9 士 々 JV 

今 ア下熔地 ナ部 ヲ 用品 ド ーー
ヤ検五岩域 , J、上距 岡 シ明

直ス尺 ト ヲ 有精徳 fV 蝶 ア治
接 JV 乃ス 構明 平山北 → 一 振維一
表＝至 成海坦 東池 J、新

土砂十 コ主 ーー ナ ノ 方 君日 ス後

ニ岩尺 ノV 沈 ヲ 中約銀 其藩
被 ト ーー 左u玉, 、、、 而間二水 一主
J、頁ア 石東 ジ鞍里村 筒ノ
ν 岩 , ＿，・、 方 プ 部 一 地 年保
上 トア 古 J、 西ニ 位 内 ノ護
盤メ 東 生等方跨スユ 製止

ノ、

五 層間西 屠 ミJ J、 y 本亙 産 、‘ 、

タ ニ約 ニク 三海地 7 高一
JV 成十 麗波池抜域 産 J、時

砂層町 ス 紋炭百 J、 出 二騒
岩シ商 ノレ ノ 目玉熊 ジ 千業
ヲ砂北 角正 ＝十本商 国ノ

戴岩約 閃陵漸米踊 開 内止

ク上六 片／起低内 岡 町 外 よ祖



ナ熊 業採質等用商商牟部盤 J、

9 本 原取良ヲ特関関田約ヲ北
ト牒 料シ好毛種地窯市ーナ部

ス下 ト得ニ此ノ方業＝尺セニ
＝四ジクジ地製ユ株於 J、ノV 於

於 7 ノν アノ品松式ケ賜頁ア
ア石嘱、賦粘タ風曾ノV 灰岩一
石 望ノ存土ノV 焼枇三色ヲ部

綿綿ニミ直ヲテヲ創井ヲ検ニ

ヲ 値ナ域以ン起立亜呈ス之
産 スラ庚ア F＇サ事鉛ス JV ヲ
ス ヘスク製バ ν 務製／I/ モ検

ノV キ蓮埋遣イタ所錬毛南セ
J、 毛搬識スフ JV .：：：.工下ニシ

下 ノ叉量ノV 焼跡就場部漸ノ

盆 ナ便豊計酎アキエニ次ミ

城 ノV 利富壷瓶受聞於漸其粘
郡 へニナナ硫ケクア女厚土

豊 シ且 9 9 酸之ニ J、青ナ屠

編 需加ト瓶ヵ同専友ヲ J、

村 要フ云グ復 J吐ラ色増北
土 地ノV ブノV 興 J、此トジ部

盆 J、ュ之マヲ往粘ナ三ニ

城 近露ヲ~計昔土ソ十薄
郡 々天要ス JV 細ヲ其尺ク

矢 数掘スキト川鏡質以二
部 里ニノV ツ共三型 J、 I上尺
村 ノヨニチュ藤原共＝乃

及 裡 9 此電夏’去る料ニ達至
八 ニ極地線＝肥ニ粘セニ

代 アメノ埋進後使？？尺
郡 P ア粘設ン入用気粘ニ
川 蓋容土用；子園セ強土シ
俣 ジ易 J、陶工ノ 9 シ J、 7

村 工＝品管業際叉大上下
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本美へ火 9 麓ジラ似之地而閃豊
地麗ジ山 ~p 質ア ；v タヲ下ジ片踊
域ノ石後チセ陽之ノV 撰ユア麻村

ノ織綿作石 JV 起ヲヲ取撤之岩ノ
石維 J、用綿撤石頴 A以ス撹ヲア石
綿ト其タ J、撹－滑徴・アノν 岩隈／；貫綿
ナ質ノV 撒石石鏡竹コ J、胎遁 J、

宇ス密熱撹ノ若下葉ト漸スセ同
内へニ水岩周クニ石難次 JV JV 村

回キジ饗ノ国 J、検トジ堅コ撒宇

ノモア化主ニ蛇ス稀撤硬ト ’撹内

正繊白 、（回-<: E島日~ 成 J、紋ノV ジ撹ト彩岩田
陵維色 分常石＝外岩ナ多中ユ
ノ短ヲ 鍍ニユ概観 J、 y ナユ産
ーク呈 物磁愛撹ノ暗石ノV 不ス

部室シ タ銭ジ石美総綿母規附
約中指乙ノV 鍍其異ナ色川岩則近

入品頭 。~ けロf 撤粒盤剥 JV ノ多ノユ J、
町放ヲ 撹ノ質石毛地ク露散波

歩置以 石凝甚磁ノニ J、頭在放
ニスア）ノ集ジ銭 J、黒援 J、ジノ

露ノv 裂＝ーセキ鍍墓色質 -Sc母起
出コケヨ部／ν 毛粒石ノ不白岩伏
シト J、 9 分アノヨ若斑充色ノア
表久容成 ’解 9 .＞、 y ク紋分ヲ主 JV

土シ易生ジア石成 J、ヲナ呈成丘

B ケニセア黒綿 7 装有 JV ジ局、陵

下 ν 絹ク成色＝撤飾ジ成脆鍍地
二 J、総 νν ノ移慌材薬局、弱．物品

十淡光タノV 斑化石下斑鍍ナトジ
尺褐揮 JV 毛紋セ J、 γ 紋物 9 混ア
迄 ・色ヲ毛ノ 7 ，多アノト然入石

J、ュ有ノユ現而ク採竹密レ介綿
採盤、スナジ J、 ν 分切葉著ト在 J、

掘スノV JV アセア解セユシモス角
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存成ニ 充 多 J、 ノ 石歩 岩里部へへ

裂分類タ ジ 蛇 ナ ノ ヲ ヲ － ー 村ク キ
綜鍍 mλ ト 紋 ノν 痕領 基 ジ ノ 殊 毛
ノ 物ノ ト シ 岩－ ，へ跡ス 盤ア 石 一， 以
壁中繊維稀 中 ジ ヲ 岩 ト 間τ綿織下
面陽維 モ ーー・ ーー 保石ジ谷ZJ、維 J、

ーー 起朕脈一服 存 ，，、 蛇山 同ノ母 ！

沿石鍍幅尺 ヲ セ 暗紋ノ 村長岩
ヒ 議物大 ーー ナ ノV 総岩南大 ク 堅 I

原角 ト ナ 近 ージ モ 色此斜字 シ硬

岩閃密 JV キ 7 ／ ヲ 中面猿：ァ 一ー
中石著毛 毛 首L ア 呈 ーー ーー ・U・3曲~タリ ロEロJ 三〆
ヨ ノ シノ ノ 走 ') ジ 扇位字質ア
') 類混 ーー ア 二九 蓋 脂桃 γ 石ノ 採
蛇 ノ 在 ア リ 脈 ν 肪 就地堂良掘
紋盤セ ') 石幅 本戚 ヲ勢 山女子ユ
石形 ') プ 綿 J、 ＊－玉, ア ナ急 ーー ナ t甚
質 ユ是 J、 ，、 不 ~、 ') ジ峻 産 ノV ，、

物係 ν 恰 A、 定 斑主 プ ナ ス 毛 サ
ノ ）＇：／ 虫色 毛 脈 ナ 糠 ト 介 ') 石 ノ Jν ‘ 
分 毛紋滑 ーー L〆 岩 ジ在地堂ノ、 ，、、

泌ノ 岩石於 ト ノ プ ス質 tlt 得キ
ジ ナ ノ 片 ア エε 主日 !1?6 蛇 J、 ノ、 ブ ヲ

7 ノV 原岩 ‘J、 一 キ 紋紋秩猿産以一
徐へ岩；伏横分 盤石岩父渡 出 7 

々 ク タ / 行乃 基 ヨ ノ 古部 ノ 葦
一・． 其ノν 脈繊至 性 ‘ヲ 露生落望 ミJ

品脈例石維’ー 岩成 出屠 ヲ 埋
出獄へ中 ト 寸 ノ JV 区下距 ナ識
ミJ ヲ .；，、 一・． ナ ノ 襲 域部ノレ シ量
繊 ナ班滑 ') 毛 質 離 J 、 － ー 北 多
維 セ糠石 自 ノ .:. モ 約鹿西 カ
ヲ JV 岩 1t フ ヲ 係 叉 ニス 方 プ

六
八



ジ J、 川之検 キ 石 セ 毛 以樹

タ秩 俣 ヲ .A ヲ 忠信 3毛 ノ ア 立
ノV 父 村沓 ノν 以 ノ ヲ 裂 セ

モ古 － ．． 見 一．， プ 産 得 グ ジ

ノ 生 於ス 大其 出 ノV J、 ム

ナ屠 プ ノV Aぜ 埋 扶 :::r 容 JV

ノV ヲ J、 ::r 多 蔵 態 ト 易 ーー

へ貫 省f ト 少量 J、 一ー ーー 至
ジ通 プ 多 ノ ヲ 厚 難絹 レ．

ジ 石 ジ石推 薄 カ 耕、 JV

プ 毒自 ト 綿定 不 プ 光 毛

蛇ヲス脈ジ 1ι 4・ J屯 津ノ

紋採蓋ザヲ得 ノ 繊 ヲ ナ
岩掘 ジ襲 ス 脈 維有 JV

数 ジ l~l 見 ト 朕 .＞、 ス ，、、

筒 タ 質 セ 錐 ヲ 柔ノV ジ
R、 ・、

慮 JV 鍍 9 毛 ナ 軟美英
ーー :::r 量採彪 シ ナ ナ組

露 ト 共 ーー 々 プ 9 ノν 織

出 ア ーー 同 ーー 現 ト 繊 J、
セ 9 蝿村 露 出 セ維敏

ソ ト 望字カ白 ジ サ ト 密

蓋 母z ーー 国：セ JV ナ ーー
ジ プ 値 ーー JV 疋u王, ;c J調t ジ

石 毛 .A 接蛇 中 {iロ3 ヲ ア
綿其 JV ；；竜 紋 之 質得稀
J、 産 毛 JV 岩 ft 亦へ淡，、

九 該 地 ノ 渓 ノ 臨 敢ク緑
蛇 明 、 谷露月台 ア長色
紋 ナ ま日 ノ 頭 ノ 良ヲF ヲ

岩 フ ジ源 ーー 率 、 好一呈
中 コぇ 頭 ヅ ヲ ナ寸 ジ

ーー 本 ーー キ メb主じ~ フ内指一、

産 地 プ 之 メ .A 外頭

出 域 J、 ヲ 難 ト ノ ヲ
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質 9 構質 J、地下水白土洞

頁磯砂砂左成 J、赤域品野粘 J、安

岩屠及質ノジ主津川野ヲ土瀬戸
及 粘頁如本ト川海八主 J、戸ユ

角 土岩ク 地 ジ品抜床産赤町産

蟹 互及類域ア野二 ヲ地津：印 ジ
完u玉, 層角別ノ 花川百主 ト 村所長
互 鐙ス束尚及米産ジ東湯石

層 岩 部岩瀬内地石女之，、
J、 互 北及戸外 ト英郎根品

花 屠 部第 ＇Jll ノ ス砂前陣野
崩 及三ユ丘 J、品屋村
~王, 河紀 ・ジ陵 瀬野積上
ヲ 岸屠 7 地 戸村附品
被 蕗ナ沿ニ 町下近野
葎 々 ヲ 岸 シ 印品及北
ジ ニ花ユ 7 所野奔山
プ 露両 J、波 亦西戸ュ
北 出岩赤紙 津山亦於
部 ス J、津ノ 村入津ア
ヲ 第粗品起 東床村採
領 三粒野伏 女及門掘
ジ 紀ノ 及ヲ 郎釜前 セ

屠 屠黒瀬ナ 前r~ ノd 及ラ
向 J、雲戸 ジ 洞小 JV

-tr・ 
及 之母ノ 傾 盤前安根耐
傾 ヲ花卒耕 水戸品火
斜 岩両地概 之野粘．
，，、 類岩ア ジ 草野村土
慮 ーー ーー 少 ブ 及村下中
一．． ヨ v 緩 山上品所
ヨ ヲ プ ナ 路水野謂
9 下基 ') 品野西木
差 部盤 河 野及山節



達士露蛙存（ー）リ数鰯ユ等花料異・
ス J、出目シ瀬移屠双蛙ア尚鍍ア

ノレ四ジ粘元戸化ア色目 Y 岩物 JV 、
毛屠厚土治町ジ 9 ヲ粘砂叉ヲモ
印アサ J、年印褐ア墨土質 ρ 挟概

所リ十花問所炭概シト粘砂有ネ
北下尺両ノ湯ヲネ稀稀土質ジ商
部ョ内岩開之挟褐砂セ J、頁康西

ニ 9 外ヲ掘根有炭質？砂岩域方
於第ナ被 z 陣セノュ耐ト及ヲニ

ア三 Y覆係屋ス薄ジ火互角領緩
J、層現シリ積磯屠ア粘屠鐙ス斜

ニ之時或古ノ屠ヲ白土シ岩其セ
尺ヲ印 J、来蛙ノ、 ．戴粘 J、叉互砂ク

ニ本所木良目砂キ土暗 J、屠屠砂

縮棚ニ節質粘及或ト褐花ヲ J、及

迫ト三粘ヲ土粘 J、濡色両被東粘

シ云箇土以及土挟 ，ス徹岩覆部士
品フ蕗ノァ耐互有ノV 密ヲシ亦互

質ヲ湯間帯火屠シモェ覆厚津屠
亦主之ニセ粘ヲ白ノシヒ居村」、

劣要根挟ラ土不粘、ァ某ヲヨ蛙

等ナユ在 JV 整土二俗陶ナリ目
ト Y ーシ J、合 J、穂ュ磁ス北粘

ナト箇印 瀬ユ木ア木器粘西土
ノV ジ慮所 戸被節？節原土方耐
木厚ノ中 町 ー覆粘木粘料 J、品火

節サ採部 北シ土節土ニ砂野粘

泊三掘南 部アノ粘ト趨質村土
土尺場部 ノ康下土鵜ス粘ュ石
ノ乃ア及 丘域方 J、スノV 土亙英

上至 Y 湯 陵ヲ叉ーノV モ耐 9 砂
叉九木之 地領 J、屠毛ノ火費等
ノ、尺節根 ユセ之乃ノ J、粘達ノ

間二粘＝ 賦リヨ至及俗土ジ原

t 

手乞



七

主ト方 9 ニ入寸銑ニ（ニ）大質・所ユ
トジニ南被九乃品賦瀬ジヲ及 ，挟
シテ亙東ム、尺至大存戸十以’湯？

ア石 P 方 JV ノ一部ジ町尺ア之 7
此英康ユ束淡尺ヲ北拝内務根褐
石及域十女賜ノ採束戸外セェ炭
英長ヲ度郎色数掘方附トラ各層 ’
砂石領ニ前粘層シ亦近ナノV ニ ーア
ヲヨス傾ニ土〆現津メノV 耐筒 Y
採ソ厚斜於盲褐時村耐天火蕗泌
掘成サシア粘炭 J、東火正粘陣土
セ 9 五厚 h 土居二女粘八土屋ヲ

9 細十サ白ニヲ箇郎土年ト積雑
大粗尺ニ粘シ挟庭前及ニ互ニへ
正種以十土ア有ニョユ石於屠ニ厚
入々上尺1 ヲ上セ於連英グシ箇 -1"

年ア ιY‘採－＂ !l・ ア亙 J砂 .JV 英露六
産 9 達、磯掘ー屠稼ス 木褐ニ尺
額上シ層スニ向行拝 J、節色於ニ
木 J、淡ニ厚尺 J、セ戸瀬粘ノア蓮

節厚褐被サノ路 ＇） ＿，、戸土砂採ジ
粘サ色 J、六一砂南説其町ノ屠掘北

土約叉ノν 尺屠北レ開ヲ産アセ部
三十 J、石内及ニ毛掘距額ククニ
千人白英外ニジ厚三 JV ＇°＇、瓶レ縮

貫尺包砂ニ十西サ百北ニネ俗迫
白ノ」 品川シ尺方十年束十簿ニス

粘磯F シ束ア乃ニ三以方七唐本現
土居ア女北至 、緩四前二高 ，ナ山時
百二偽郎二五＼純尺ニ十貫 JV 木木

五被居前十十シニア町ナ毛節節
十ハヲヨ度尺下シ Y ノ y 北ト‘粘
高 ν 呈 Y 東ノ J、アト丘 部稿土
貫現ス北ニ磯厚ー云陵 ニジ J、

石時主西走屠サニヒ地 膨良印

』，



四節現ジ縮門木ア石土部明 （三）英

十粘時ア迫前節間英等ュ治亦砂

高土石北 ジ ユ粘ニ砂ノ 於四津百

蛙貰. .＞、英十木於土－ .＞.、不ア十村四

門砂度節アヲ尺細純採四円高
目前 J、東粘 J、被内粒物掘年前貫

水及小ニ土花覆外＝少セ以及ナ

簸小狭走ニ 両．セ ノ ミJ ナ ラ来小 9 
物狭間 ') 移岩ノV 褐ア キノV 採狭

十間ノ 南化ヲ磯炭．厚 J、東掘間
－ノ 東東シ被屠ヲ サ下部セ ノ

高各西方上覆 J、挟 J、部ニ 9 蛙
国庫4 ・ー・ ．，・Eー輔ー・.：.・』 こZ J、 ジ厚有十 ナ於石目

千箇箇緩ニ蛙サジニ リ ア英粘

貫慮庭斜三目六幅三 ト J、砂土

番ユユジ十粘十束尺シ厚 J、耐

於於上尺土’尺西ナ其屠花火
粘ァア J、ノ賦ニニ 9 厚ヲ尚粘

さ採蛙三磯存達走之デナ岩土
一掘目十屠スセ Y ヲ四ジヲ及
百セ粘鈴ニ！ギ y 商被五ア被石
ーフ土尺被サ 方覆尺 露 覆英
十ノV J、ノ J、四 ーー シ乃出 ジ砂

主天問機ノて尺 三木至セ プ

一正前屠木乃 度節ニノV 。小

一九南ニ節至 乃粘十毛狭赤
千年部被粘十 至土尺其間津

？産ノ J、土三 三ア ナ白 二村

額三ノV J、尺 十 Y 9 色露ノ
9 石箇 厚ユ 度厚西二出東． 
英砂 蕗ニ

サ ジ ーー ナ部 ジ シ方

入ラ 傾十 一－・ ア東ニ

‘ 碕於 九西 斜尺於長部賦
子ァ 尺方 セ ーー ア石及存

理不 ーー 一・－ ヲ る〆 J、粘西ジ司．

一
七
四



七
五

・9 （六）簸屠ト或磯存（五）迫褐尺株（四）
ト赤物ヲシ J、屠ジ吉、セ色ニ式赤

云津三挟 Jテ石ユ明津 Y 耐遥曾津
ア村高有石英被治村之火ジ赴村・
屯山六シ英砂覆三腫ヲ粘二所小

巡路千之ヨノセ十之被土寸有根
回ノ寅ヲ Y 薄ラ二草覆ニ乃セノ
嘗石石鵠成層 JV 年ノシ尺至ノV 耐
時 ’英英砕 Y ヲ・蛙ノ蛙．砂ア四毛火
J、砂砂ス長挟日開目砂 9 五巡粘
休 製 JV 石有粘掘粘質本寸国土
業ペ、品ユヲス土ユ土粘居ノ嘗
セ赤三製雑之 ρ 係及土 J、四時 ρ

9 津十品へヲ勤 ν 石粘北五 J、赤
石村二 J、厚水色 Y 英土々屠休津

英ノ高原サ簸ヲ蛙砂及東ノ業部
砂南貫料六ス呈目 磯ニ褐セ落
J、東ナノ尺 ）V シ粘 J、ア三炭 Y ノ

花方 y 六乃ニ厚土小 Y 百ヲ暗略
尚ニ 割至原サ及根全尺挟褐 、中

岩賦 乃十料五石木厚主主有色央
ア存 至入ノ尺英節三亙ジヲニ

被シ 七尺約乃砂粘十セ下呈在
ヒ明 書j ュ三至 J、土四 JV キス y

南治 ヲシ割ニ互採五モ J、 JV ア

方四 ’ 得タノ十屠掘尺北俗木郡
ユ十 大粘粘尺 v 場ユ方ニ節道
緩二 正土土ノ厚ノ蓮及白粘品
斜年 九及ア問うF 南ス商木土沿
ジ以 年蛙得＝四方 西節ユヒ
主来 産目石膨十約 方トジ品
ト採 額粘英縮尺五 ＝稀ア川
シ掘 蛙土砂ジ内町 漸ス厚白
アシ 目ノ J、粘外ニ 次 JV ナ煉

石タ 水薄主土ノ賦 縮淡六元



J、－＂＇・＇ 宍 （八）セニ五粘ア稜野（七）子英
憂 ν 亙品 Y 緩位土南角間瀬原及
ニ上ヲ野瓶純塚ノ西ア郡戸料長
西下白村ネジノ大方 Jν 道町ト石

方ニ粘入勅厚西部ニ石二紺ジヨ
下層土床青テ方分傾英治屋グ 9
水ア賦西色西東 J、耕粒ヒ田採成

野 P 存山ヲ部山採ジヲア及掘 9
ニ厚ジ及呈及棋掘・厚混賦品セ駐
露、サ廃水ジ南ケジサジ存野ラ岩

出共々野之部元現十之ジ村 y 及
ジユュ村ヲユニ時ニヲ古五、、頁

厚五露ノ水縮於南尺水来位〉、岩

サ六出耐簸迫ア東ユ簸瀬塚厚磯
こ尺ス火スジノ、部ジス戸附サヲ

十ナ瓶粘ノV 現蛙ヲグノV 磁迩入雑
尺 jV ネ土ニ時目試上ュ器、ノ尺べ

ニ毛十及二採粘掘 J、約ノ蛙乃概
達釜尺石割掘土セ約三主目至ネ、
ジノ乃英五セ J、 9 十割要粘二下
褐洞至砂分 JV 厚大二ノ原土十部

茨ュ四 乃北キ正尺粘料 尺粗
屠於五品至西砂入ノ土タ ρ ノ粧

ニア十野二部居年砂ヲ Y 溺粗＝
被 J、尺村割エノ産質得粘戸粒 γ

覆十ノ八七於下額粘屠土町ノア
セ五砂床分テ部約土向 J、ノ部上
ラ尺質ヨノ J、ふ十ニ J、概北分部

/V 己粘 Y 粘十挟五被北ネ方ナユ

石達土水土五在高覆七期十リ絢
英セ砂野ヲ尺ジ貫セ十青除ド粒

砂 9 及村得以アナラ度色町スト
J、白磯釜ト上南 9 ノV 西ヲ瀬 ナ

東粘ユノ云ニ東 蛙ュ呈戸 JV 

部主被洞フ遠方 自シジ品 輸

七
六



瀬7 使 a ヨ略（九）産川白下石ア！長三
戸用多 ダ 水品額白粘品英採石於
町セ ク成平野本粘土野砂鋸ヲ 7 
附 ラ告 9 品村節土ヲ茜製 4語増著
近ノν 有桂成i上粘ア挟山品ヌ γ §〆

／ 可跡 セ 岩屠品土 9有＝百 レ往 ＃
製 モラ磯 V ・野六厚 γ 於五石々膨
陶其 ν 及鹿北十 サ北 ケ十英擬式

業量概粘域山岡十四戸九砂屠ジ
多ネ土ヲノ 高二十木高川ヲニ

J、 ft 稜ヲ 領長入尺度節貫 1＇＼ 皐十
瀬フ角雑セ石千島東粘ナ床ゼ尺
戸 ズヲヘ 9 砂賞逮＆・土 ヲ ヲ p 鈴
町 有細厚 ナ ν走川 主白 ト

品 ス粗テ砂 9 概 9 上 産粘ナ
野、 長不 J、質 ネ’南下 地土ヲ
村 石明三頁 般商ニ .. J守 細
赤 砂ナ尺岩 密 '7i 屠 ぷ下粗

津 .＞、 ノV 乃 1 ナ £主 プ 大品 目
村 之毛：至被 /v 十 9 正野定
及 ヲ概十覆 毛ニ厚 八九屯

水 粉ネ 五セ 往三サ 年床サ
野 砕下尺 l~ 々度六 産水ノV

村 ジ部品砂 砂＆尺 吉野毛
一由 上品 ジ屠 質傾及 村概

於 品組ア J、 粘耕三 粘安－ν

一七七

7 野粒主北 土セ尺 土芦ア
行 一ー， ト ト 山 ヲ 9 一ー，． J、及下
J、 於ナa ジ丘 挟木 量／ 八釜部
ノV プ ノV ア陵 有節亥 百ノ 事＝ー

原i 製長石地 メ粘陶 六洞粗
京事 陶石英ノ 大土品 十 I附粒
＿，・、 原ノ、及高 正ノ 一 飴延 ト
瀬 料下長蕗 入下尺 高品 ナ

戸 ユ部石ュ 年品 ノ 賞於 ヲ



墨三幡ア西成地本 ι 七石土粉町
ν1ジ山 J、部 9 ニ地 十粉及ヲ ーー

多芳村蛙二磯 ジ域 六ア 多用於
量上山目蓄を屠ア J、 高周治 l! プ

‘与 ベ、 日粘蓮ユ花瀬ニ入ヌ見天 J、

石六商土 ジ被尚戸 千水之 草主
英七山 ヲ粘 J、岩町愛憐野石石 ト

柱尺ノ 挟土ノV 基ノ知国 J、粉及 ν 
司君 、／ 蛙有屠砂盤南郡ナ瀬 ヲ四ア

雑砂目魚 川 屠ヲ方幡 9 戸使園紺
～質粘 7 砂川構 チて 山 ト 用、産屋

之粘土 質石成里村 略 ジ長田
ヲ 土 J、 ら 粘英 ジ宇及 同品石印
水及淡 土砂第膝西 様野ヲ所揚J
簸六青 及砂三道加 ナ村混
ス十色 粘質 、紀瀬琵 9 品用之
JV 尺砂 主粘屠戸皐 郡 大於~根
:,. Jb 質 互土之 保 、正芳 JV 及、

約至粘 屠互 ヲ母見 入 J、 コ愛

一入土 与屠被線村 年五 ト 先u
割十ノ ~ ユ覆ユ ノ 二位ア那
ん尺上 アジス沿蛙 於塚 Y 山
分ノ、 一．． 北 7.第 ヒ 目 ケ及赤口

〆 磯成量 東花三幡粘 ノY 束津~ ＇
粘屠 部両紀山土 、 陶山村蛙
土．ユジ ニ岩屠保耐 磁ノ ーー 目
ヲ被厚 接ヲ J、見火 器蛙於粘
得 J、す 達被砂雨粕 産自 ア土
某ノν 六 シ覆屠村土 額粘 J、及

賦概尺 商 シ及品及 J、土門商

存ふ乃 山 ア 粘跨石 合西前方ll
匝淡至 附西土 ν 英 計加ノ 茂
域青十 近部居ノV 砂 約茂蛙郡
J、色五 ニ及 弓正 五郡目ノ
現 ヲ尺 於南 , 陵 百ノ 粘石
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七
九

至 γ 開入之間 y 白ト 乃ラ石ミr 採
‘ 五ア掘草 ヲ ユ荒ナ 至 "JV 英ア 掘

尺西ユ 天鵠略山 Y 二八砂主場

品方係皇砕水ノ 大十割 J、ト 附
一一
る〆 一．， v ノ ス卒石正尺メ 南 ジ近
プ 緩 9 耐ノV 主v 英入ノ 石山ア ｝ー ' 

西砂キ占 斜西火平成砂年磯英採瀬ジ
加 ジ部粘製屠 J、ュ屠砂掘戸ア

茂土現松土品ス厚於ニ J、場ニ四

郡互時崎末 J、主サケ覆花ノ於方

保屠ー ーー 節原 ト 入 JνJ、 尚南ア ーー
見及筒ア粘料 ν 尺硝、 JV 岩西使漸

村磯蕗 J、土ノア内子本ヲ方用次

入居ユ 厚二ご約細外粉屠覆四セ lilt 
草ユ於サ荒六粧品 産 J、 ヒ 五 フ 質
及被ア 七 山静iノ ジ額商 7 町 JV、不

大覆採入石 ヲ 石テ J、部略ノ 良

畑セ 掘尺英得英一十及水入 ト

ノ フ セ ニ砂 ト 及二九北卒割 ナ

耐 L〆 ザ ジ採云長尺高部品及 ノV

火概商 7 掘 フ石 J 入品成其 大
粘ネ東上場 ヨ 粘千漸屠南 正
土品賞~· .＞、ノ 9 士三次 シ方 七

質エ破粘 商 成 ヲ 百長厚六、 年

良グ 束 1) 挟七石テ七 採
好メf 土方 白有十及四町 掘
ナ i同互ニ 色 ジー粘・十 ノ 高
ヲ ユ屠賦 叉砂俵土尺荒 ，、
ス. 7 十存 ＿，.、 質こ ヲ 内 山 十
現 J、尺 シ 淡粘俵増外ニ 九

時厚磯大 褐土 J、ミJ ユ於 高

休サ層正 色 ト 入品 ジ ブ
__._.. 
／、

業ニ七八 ヲ磯貰質 プ 採 千

セ尺尺年 呈屠目劣十掘 貰‘
9 乃ニ ノ .A 

‘・
ノ ナ等尺セ 一品



回 粘大火テ江耐六＝三東屋本
籾 土畑粘七戸火十於十部市地
;/ ア大土尺及粘尺ア尺＝ ヲ域
石 タ原戸、ュ向主 .：：.， ...、以露匝ノ

英四耐昌弘厚ジ手 J、建商上出ノV 耐

砂 火長 サ JT ＝八セ東エ ：ジ束火

川西粘 M 幽上各草 9 方 シ 第方粘
l 上加主現，尺 m ーエ = プ ニ約土
伊茂川時内砂筒 ア 緩下紀五，、

l保部品二外質慮 9 斜部屠里八
！部保下箇 z苫】粘ュア セ ユ之ナ草
i 落：見＝庖 ν 土アぶ、 ヲ 耐 ヲ y 部
デ村成ュ ア砂採小 本火被本落
！距回屠タ三，及掘江 屠粘覆地ノ

ノν 籾ス採寸磯セ戸 J、土 ジ域南
；茜ノ司厚掘ノ屠ラヨ 磯ヲア 戸商

;1北石..，.，セ褐ア ノv v 屠挟西海方
j西英刀矛業証小向 ョ有部抜ム
；：約砂四 ，v ヲタ江手 dミ ヨ ジ ＝百賦 ~ 

日二 五共戴厚戸主 リ 入費米存
十 尽ユキ’サヰ約 被草達内 三／

l: 告町正
ニ十更二 7 十 覆 ι メ外瀬
争J 尺 a 十」、町 セ於第ノ戸

i：田 ：買 乃十三耐ュ フ ブ 三丘町

！： 街 褐至宝尺火亙 /V J、紀陵ヲ！：

f選， 長，十尺除粘 , 磯北居地距
’2 I :, ノ五ノナ・土慮 屠方 J、 :. JV 

~ ： 沿 薄尺粕 y J、’ 々 J、 又厚 γ 商
ヒ7・ 屠ノ 土向淡エ 西 J、 テア 方
l ア ヲ砂及手青露 ・ 部北ー黒約
2；露 挟居砂エ 色出 一ー， 西定、雲 ー
i：出、 有ノ ＝於 ヲj る〆 厚方 セ母里
杭 ジ セ下被ア 呈現 ク ニサ花竿

宇 ゾ ーー J、 J、 ジ時 シ大 JV 両名

J庚 白ノレ耐厚小 ア畑 毛岩古

.. 晶’.~ ..』’‘’ ” ’A " '  " ー唱 ' .. 
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ニ，

メナ木土花西 大タネ雑花 9 ~ 
粘 9 瀬互両加 阪現褐へ崩北手
土概ノ屠岩茂 及 ，時色上岩六及

ヲネ蛙及基郡 東川ヲ部基十鶏
得茨日磯盤藤五京主墨及盤度石
厚色粘屠ヲ岡 ヰトシ下ヲ商 E

テヲ土ヨ構村西轍シ細部構ニ於
J、呈 J、 y 成ノ加議ア組ユ成走 7
十 y 飯成 ν 蛙茂ス康交粘セ 9 採
尺多野 9 之目郡製久雑土 9 商掘
乃量木蛙ヲ粘藤品子ジ質庚西セ
至ノ瀬目被土岡 .＞~ ＿：：：：.. 組 ト久方ラ

十石間粘覆川村原於粒ナ事エル
四英郡圭シ木ノ料ア／ノV ユ十本
尺粒道〆、 F 瀬蛙ノ採部毛於a度地
ナ及ノ虞高飯目約掘分厚アユ域
jv. 少束々鹿野粘六セ J、，. r>~ 傾 J、

毛 量 方子与エ御士割ラ長ェ砂斜第
英／ニ於 ρ 作 ヲノV 有十屠 Y ミミ
上長露 7 第ニ 得石雄鈴川磯紀
部石出採三亙 b 英 ι 尺瓶屠昆
及粒ジ掘紀 Y 云砂富ニネユ．陵
下ヲ木七屠慮 .7. .＞、 ミ議細ヨ地

部雑瀬ヨ奮を々 之品セ粗 9 手主
持へ部 Jジ逮 p ， ヲ質＇・ノ欝前
漸之落 ：こ ぶ寧 ； 上概鶏石覆ア
ヨ＞－（ '9－＿ ヲ ， 第出 J二：！ 伊 7シ石英セ＊
砂 7具距 ヰス 吋 保アユ砂ラ ，E
粒簸ノV ” 総本 工擾於昇 ll,( ・¥ 
ヲ 』ス南 居地 場~ア ν 鶏ァ・
増ノν 西 . .＞、域 ニ事 J、ァ石砂
ジニ方 砂 J、 ァ産砂長ュ層
；砂約十 蛙黒 粉宍屠石於湾
屠四傍 目雲 砕劣♂粧タ 9
号制町 粘母 ジ ν 概ヲ川成
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‘ ニ飯ュ 方移F ~、三屠南飯戸十厚川
ー尺 ーー 方野 ユi 尺サ原沿野供 ュ イ七
割ノ、被六大徹ノ 四 ーー ヒ 大用漸ス
乃三覆七川 出磯尺於ア Jll セ究本
至暦 セ 町原ス層五ア賦原ラ 厚屠
一 ア フ エ及西ニ寸 J、存、及ノν ヲT J、一
制 y v 賦御川覆ナ厚ス御 ヲ 概
ノ東山存作ニ J、 y サ減作 増ネ
粘部ノ ミ〈下於 レ商十ネ 西 ジ南
土ニ東砂山 ブ 北川尺駒川 二西
ヲ縮及 トノ 川西＝ ユ色 ノ 十方
得迫商互蛙現方於 ジ叉蛙 尺 ーー
現 シ南屠目 II年 ーー ブ ヲ ，，、 目 以緩
時著斜 シ粘休蓮 .＞~ 砂淡粘’ 上斜
四シ面ア土業亙砂蛙 ノ黄土

e ー－ セ
筒クユ北 J、セセ 滞色 J、 達 9 
虞砂約束飯 リ 9 目屠 ヲ 飯 ス之
品質千 ヨ 野 大粘 ヲー 呈野 採 ヲ
於 ト 米 リ 部 川土挟 γ 部 掘被
:T ナ迩南落 原互 、‘ 、 中落 セ覆
採 JV 亙西ノ ノ 屠略粒 ヲ ジ セ
掘之ス ＝南 蛙 J、東 ノ 距 蛙ノV
· ~〆 ヲ 厚走束 目厚西石 JV 目磯
一水テ 9 方 粘ヲ・ ユ英東 粘屠
部簸ム、北ニ 土十蓮 ，及方 土，、
J、 .A 西西十 J、ニ亙少二 J、厚

簸水 ノニV 部ユ 方ュ 町飯 上三ス量十 木サ
渡尺之ノ 阿T 瀬十 λ 

ジ西於十野 A 長~ :=. ヲ 長飯 ＝尺
プ部ア 度御 ーー ジ被石野 於内
名 J、 ユ作 プ プ 覆 ヲ 御 ア外
古三六傾問 水間 セ 散作 磁ニ
屋害tl 尺斜牒 簸尺 JV 布陶 器 ジ
ユ東九 ジ道 シ乃磯シ牒 原ア
出部尺z諜ノ 瀬至 J、大道 料商



節品尺三厚結木生本 記本塁商 タ

粘質傍十サ迫節 層地ナ枝 三J、
土稀ノ尺ヲス粘節ユ域 9 下 一
J、劣磯内以 JV 土粘シハ粘ノ 部

厚等屠外ア毛 ρ 土ア海土耐六~＇
サ ナ エ低賦’南陵括東抜 J、火 ヰヒ
六リ被下存西洞土部百明粘西曾

七本覆ジシ方ニ成ユ米治土加木

尺露セ詑タ ニ於層 J、 内四 〉、 1菟ユ
ュ頭 フ ーー y 膨ア シ黒外十矢郡於
シ ノ レ木 ト 大約之雲ノ 年作猿ア

プ 北下節云 シ七 ト 母憂来川投垣

褐方 J、粘フ本百不花地慮ノ村主

炭約一土束露尺整尚ユ々西西ユ
屠三二 J、部頭ニ 合岩 ジ エ岸枝調
ヲ・町尺厚ユ ノ 亙 ＝露 プ 於郡下製

挟池ノ ヲF J、西 タ 盛出 東 ア道ノF
ジ

有ノ 砂入北方露岩セ 方採＝耐瀬
ジ洞屠尺六約出及 9 矢掘泊火戸
砂ユヲュ十五ジ砂第作セヒ粘ユ ：｜

質採隔 シ度百概粘二川 フ 7 土搬

ナ掘ア ニr 東尺ネ土紀 ーー ν 賦 出
ノν 跡 ノ南互屠急現存、 一 ーー セ •i

一
屯 ア夏屠走御酉贋 ρ 斜時 ジ .. ~ 
坑 , ーー ノ ν 船方蜜干セ 一事
内露二褐 .JV 山ニ達部 , 一母 ι 

品頭三炭断ノ 傾ス 地筒町ヨ 、

於 d 尺 ヲ 屠紳考書 :9 質蕗 ヲ

プ 就ノ 挟ア － ー ジ 砂 J、 ーー 距
於厚J，、 ア木有 9 質主於 Jν

品検節 ジ プ プ ：サ 粘 ト 7 北
質ス粘土其 J、 d，、 土 ジ稼来 ' 

良 JV 土，、 以十北 耐；F 行方

好 一世 ア 四東尺部 火第 セ約
ナ木 リ 十月 ノ ーー 粘三 リ ー ' • 
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アニ南大紋庚山猿 b 保 母ア ヲ 、

長傾々漂態見地投浄見 渡其 ジ

石斜東ノ 明石ノ 村ユ村 七賦 争
ー，

::. .lffi 及 十存云及 ジニペ ナ ト 西
石長墨グ 3芦 稽耕 ？ 胎猿七銭ノ フ

英サ 強 ’？ ス ジ面 , ス投 乃続本
衆四 ナ タI 良

＝＝ー
ヲ 其村西至態地

J合十 rイι 質賦 J、 主ニ 加九明域
ジ尺 ，、．． ト ヲ 存猿ナ 産茂十 ナ ノ

'-

商多 I 7• ；，~ 以ス 投 jv ス郡鏡 フ

少部マ篠 7 其庚産 JV 保 ナ ス 部
！〆 分五君原 名採海地長見 9 大猿
黒 う7 イ 部 ア 掘ナ 川石村 正簸
雲探ト；落 IV. 跡 ') 保及及 入ュ
母掘三ノ モ .＞、 ｝ト 見石猿 年於
ヲ 言／幅北 巡幅 ぷ村英投 産テ

雑向ニ東 回I 百松 .:::., J、村 額坑
ア束十方 嘗尺葉 ア説ノ J、道

長西尺二 時｛頃洞 リ ν 長 r」、a ーー ： 
石品 主主 十 J、斜 ノ 7 毛 石 高 ヨ 1

山連 休 ι
-, 

俵シ徐 内： .＞、 黒及 9 、

自亙 7 町 業活グ西雲石 『・－ 採
色セ略 、／ 事／ ヒ アマ 康母英 ジ掘 l

叉ノv 南 lli 採二 タ 見花 プ る〆

.＞、 毛 北麓 掘百ィ 松両 タ

淡東 Jヰ 一ー‘ 跡尺 ト 葉岩 十f量 ：； I 
紅方走露

‘同

土J、 区ノ 西ρ 洞篠 貫ヲ
下 t

色 ーー ヲ 出 七一 iヱZ
ヲ 縮酒 ジ 砂域庚原 ケ 貫 ア i
塁迫方瀬 崩 一・． 見大ノV 目 .:;e ! －－、
A セ 〈手ユ 芦 壊 シ部津ぺ ノ 坑
大 ') 十町 ジ ブ 落及グ 贋内
正主度 ヲ 慶長 ノ 示~＇ ’マ 額農

九 ト 内距 出石東ノ タ ，、顔

年 ジ外 JV ノ J、 方 ffi! ィ 皐ジ
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五

ド化残 J、西 其出康正次度＝榊ニ

花留俗加 下ジ探九縮＝露ノ於
揃セユ演 。 底困ノ年迫傾出洞ケ
岩ノν 粒郡 ヲ筒ミ産セ斜スノノレ

ヲ長石猿八採就グ額クシ瀬ミ長

採石叉投 ，掘ヲ＂？ ~、主幅戸グ石
掘及川村宙 ：セナタ長ト十町マ採

： セ孔テ藤加 9 シイ石ジニヲタ掘

ノV 英ど岡茂就ア J及ア三距・イ高 j
＂.＂ ~ ヲト村郡テ略 J、石白尺 JV ト J、

藤粉縛 Ji.’ノ検直猿英色＝商：、十 ！
岡砕シ保風ス立投合乃シF 方鯨五 ：
村シ所見化 JV ス部計至ア約道高

飯石在村花ニ直落約淡三二瀬賞
野粉採ノ尚 ‘主径ノ十褐十里戸ユ

品ト掘山 岩 トニ北高色除ナ皐シ

七蒋ジ地 ジ十西貫ノ尺久「母ア ;Ii 

箇 シ之ヲ ア尺方ナ長蓮ぺ線主
蕗陶ヲ構 石深約 y 石亙グエト

御磁洗成 英サ十 及シマ沿ジ

作器糠セ 及四町 白下タヘア
戸 原シ y 長五庚 色方イノV 名 ：

九料ア黒 石十津 ノユト保古 ！
'- ' 

箇ユ雲 雲 ヨ尺谷 石 J、川見屋

蕗使母母 9 ノノ 英約略第及
深用其花 ？成部西 衆十東ニ瀬

見セ他局 i '9 分糾 合四西小戸
品 9 ノ岩 ：共 J、面 ジ五ユ串品

河 本不ノ ニ往遁 黒尺走校搬 t

筒地純嚢， 品年稗 雲 掘 Y ノ出 ‘J
慮域物嫡 質採縦 母下南東ス ；I

迫＝ヲセ 良掘ノ ヲセ方方ト ド

ユ於除ノV 好シ木 雑ジユ約云
ニア去三正 ナ近ユ アュ四ニプ ド

筒風シノ 9 時 露 天漸十町



， 



． 

米三北岩紀紀 J、 ヲ （－｝
脳

ア十五等暦屠西距相

9 度度 ヨ J、 ユ部 JV 馬 島
其乃乃 9 花 ジ J、西部 東系
延至至成尚ア花方金 一 下
長五十ノV 岩 低両約谷一

ー
ノ 十入石ヲ夷岩ーノ 耳損 一

商度度英被ナ ュ里石石島 於
方叉東砂覆ノV シ竿英 牒 ケ
.:.. ~、叉屠ジ 肇 ア ュ砂英下

ノレ
於北山 J、友地甫位 ーー

ア東北這褐性北 ジ J、砂於 石
J、方七般色ノ ノ 卒相・ ケ 英
尖＝十凝砂丘方坦馬 JV 

砂粘滅四度友岩陵向 ナ郡 石
ジ十西質黄地ユ JV 金 英

農
北度ナ砂褐 ヲ笠郡房 砂

商 土
方ユ ν 岩色ナ立道村 及

務 及
ユ傾 JC ト乃 ジス及大 方占
於斜概黄至小 JV 里字 士

技 相
アスジ褐暗高急道金 師

．馬
J、英ア色青川峻ユ谷

木
駒

渓幅商砂色ノ ナ沿ユ
焼谷ニ北質砂－ 1v：ヒ賦

ノ 十ニ頁質支山車存 原町

一入七

~米走岩頁流撮馬ス．
村 料メ乃 9 ト岩某ヲ ノ 地

中至商ノ 及甫構交域
断九束閲淡側成遁 J、

セ十方＝綜ヲ ジユ 常
-I... 

ラ米或挟色東京便 磐
ノ、

JV 卒 J、在凝流部ナ線 ' 

均東ジ Jjc ス，、 Y 小
モ六方屠 質 第第地高 ~~ 
向十ユ向砂三三質跨



度 F麓露（三）＝在 ト乃、商（ニ）英雑ノ 連

ナ屠出相 シス 毛 至ユ 相砂へ闇亙

9 ヨ ス馬 ア ノV 其五距馬 ヲ或 ー、、、 A 

石 9 附郡其ヲ上十 JV 郡採 J、 アノV

英成近上一埋以部度約澗掘時 JV 者

砂ノV J、線撮ア十東一倉シェ石ノ

Ill ~、石高津量利米傾里ノ洗頁英如
細英サノ亦用ム斜竿石糠花岩組ク
粒砂二石砂ヰ友商ナ英粉 ヨ地

乃屠十葉少塔白東 9 砂砕尚 9 域
至 J、米砂 ナ へ色方石 シ岩成内

組這内 フ サ乃＝英 J、 ア等 9 ~ 

粒般外 J、サ ノν至ニ砂頑硝ソ 無於
ユ第ナ相ノV へ暗十屠島 子機色ア

シ ずニ JV 馬 コカ ク茨度 J、職原ヲ叉延

ア紀 t皆郡如某青乃第相料合，、長
長雨段金 ジ下色至．ニ馬 F 有 1J(,. 約

石頁 岩地房 部頁ニ紐郡 ヨ／只 白千

2 屠ェ村 約岩十凝金 ア JV 色米

岩ノ シ大 五淡八方正房版事ヲ ア

等閑ア字 十青度質材費 ア呈 ヲ
ヲ ニ第上 米色ナ砂大ス 9 シ石

雑挟三根 J、凝 9 岩宇製目少英

へ在紀津 金友石屠瀦品下量砂
ft・ν 凝ユ 谷質英中倉ノ． 小ノ ~、

~，，. 屠友ア 産砂砂品 ，．曹， 月高長主主
稿向質 9 ノ岩層披賦産町石も ii-
淡東砂ア 石及川在存額ナ及 ν 交
黄西岩小 英亜i 厚シ？. A ノv 石 :t
褐傾 ；砂高 砂茨テ屠 1J、約竿英細
ナ斜質川 ー’ ノ 七向高 ニ谷粗粒
9 商 頁 ノ 類互寸？北緯百清面乃

砂方岩南 シ屠米三 ヲ 噸輔岩至
屠ニ ．及岸 良 ヲヂ十西 ？？ 此磯組
ノ 十洪ュ 質挟 ν 度北 9 石ヲ粧



af屯邑ehu
－－’JJV 

』＇＂’“・，唱』ー苧柚 R・，～ ， 
4・-• －ー』舟・ー ーー．

ト 石屠屠（五）タ 帯 ~e 紀構（四）ジ厚
ア英ナ序相混 ヒ ＝屠成相砂.，.
9 砂 , ，，、 馬 J屯 タ ジ及ス 馬少辺、
J、屠路郡厚 ノv ア決 JV 郡ナ露 ；

一 細位 、面室 サ 毛 東積花海 ヲ 出-"---

粒殆 ヨ 原 ，、 ノ 方屠尚上，.部
キ占 ーー ト
, 附露叉 一・－ J、岩ノ Jν ュ

シ水順近 出 忌a，、 三培 ヲ 石 へ於
土 プ 卒究ノ 部稜十段被英 ：γ テ

褐 ーー 線石 ーー 角 五地覆砂 五
線 ジ色英於 ーー 度 ？‘ 包J 尺
色ア石砂 ヲ 宮 エ成東川 、 以
ヲ 全英 九 £‘ 傾セ部相 上
曇厚破黄 J、 十 毛 斜 リ ーー 馬 ア

ジ約 苅尺 ノ ス石第郡 9 
磁八掲野ア す 石英三苅 7 

胃 繊 十色村 リ ') 英砂紹野 延

鋸五凝大 少砂層凝村 長
等尺 JJ( 字 量 J、 ，、 方正式 。、 局、

ヲ最質室 ノ 色這質字 、－ ;J~、
雑下砂原 長淡般砂淫 話
へ部岩及 、 石褐中 第岩土 }JI 

時ノ 及苅 頁 三砂土主 ーー

＝石之宿 岩粒紹質 ？、 沿

豆英 レ問 或乃雨頁 リ E主

大砂 ヲ ノ J、 至岩岩附 、 約

屠被路
－－、

及近 子供ノ ぺ粗 J’ 
砂 •＿，s 覆 傍 グ粒間決 t也 来
磯厚ス懸 ・守 ーー ＝積質 ア．
ヲ ナノν 嵯 タ ジ挟屠 Jも )) 

／ 合 二供ユ イ ヌ在震を西 其
有 ・十 積露 す自 γ 遣部 埋」ー

国屠ス 歳ス尺期出 I 山
、 ノV ア砂 ジ 斉調 、、、 向第地 量
ヨ ') 磯其 本立 ヲ南三 ヂ． ＼ 蓋、



7 下 、該北町（二）此炭ヲ盤度｝町 （ー）
南＝炭部ノ隻粘屠呈ニ西ジソ隻
採在屠採山 ・葉土品ジ蛙ユア距葉

掘 Y ニ掘地郡及接石目シ砂離郡 ！
場ア接場ユ鍋蛙ジ英粘ア質ニ小
ニ厚シユ賦塚目色粒土北頁高山
於.，.厚於存ノ粘暗比下東岩サノ

アーテケシ粘土赤鞍盤方ヨニ粘
J、尺五ノV 耐土ヲ褐的ユニ 9 十土
木五寸毛火及耐ニ多粘四成四及
節寸乃ノ煉蛙火ジ量土十 Y 五蛙
粘ア歪 J、 ;If, 目煉アニ成度西尺目

土 9 ー緬ノ粘克炭シ層ユ部ノ粘
蛙尺庚原土ノ片アス傾山懸土
厚目ア茨料 原ヲ粘蛙斜地嵯
サ粘 9 坑 ..::. ..＞、 料合力目スヲヲ J、

ニ土暗＝供墜ニマニ粘這構ナ踊
寸 J、褐於セ葉供ス乏土般成シ島

乃粘色アラ郡シ他ジ J、懸スア牒
至土ヲ採 jv 庚タ J、粘厚嵯ノV 露盤 i

五ノ呈掘主野 JV 二土サユ花出葉
せ下ジスナ村コ尺 J、＿：.. ..＞、向ス郡

ユニ茨 JV W 大ト以厚尺厚岩附木

ジア片炭採字ア 〆上す五サヲ近戸
E芳， 7 屠掘上 Y ア三寸一被ヲ村
淡 j" 合ノ場北 y 尺ァ尺覆構大
褐厚ム下二迫 Jテ以 y 六ジ成字

色ナ粘ユ筒宇 青土友寸某スー小
ア五土在庭鍋 友ア白ノ屠ノV 山

塁尺 J、 y、ア塚 色人色炭向第ノ
ジ乃木木 Y ノ ヲ其乃居 J、三北

炭至節節ア西 呈中至ア・北紀西
i 片七粘粘其方 スー淡 9 三屠方
ヲ尺土土中約 往尺褐此十 J、約
混アノ J、 y 入 年 J、色上五主五

一九
O



.:+ 層紀岩板部地念、中位 ナ蛙ス
北及屠床岩品質 峻材置 ' 自 fl('.々頁 J、ァ砂露 J、 ナ町地 粘ミ

西岩中リ 岩 J、中 』V ノ 形 土 ト
ユ居生石石 ν 生 山南及ニ ....... ＿少
シ ヨ屠友放屠屠 地々地 埋ナ
プ 9 ヲ岩岩向第 ユ西 'I/.相 歳ジ

東成被 J、及瓶三 ジー 馬 量此
方 .JV 覆友砿ネ紀 プ 里相駒 豊下
ユ頁 シ黒質北屠東竿馬焼 宮部

五岩ア色砂々及方ュ駒原 ず ーー

度砂地ヲ岩西沖 d、位焼料 ν 厚

乃質域呈 ヨ ユ積 五ス ノ ト サ

至頁ノ ミJ リ シ屠 十宮原 モ十

十岩大質成ア ヨ 米津料 採五
度互部竪 y 東？ 乃部産 掘尺
ユ屠 ．ヲ綾粘方成 至落地 ス 以
傾 J、領ユ板ユ JV λ ノ， J、 JV 上

斜低ジジ岩三中 十西頑 ユノ

ス夷下ア及十生 米方島 従青
是ナ部潜砂度屠 ノ ，、職 ヒ色

漸粘！レ .JV ヨ品岩乃 J、 低一相

蓋丘 7 質ノ 至地夷帯馬 究土

シ陵上ナ間四域 ナ ュ郡 上ア

富地部リ ユ十メ JV 百入 屠 P
津ノ ユ某ノ、度西 正二幡 ノ 本

九
部一順幅幅ユ方 陵十村 厚地

落部次約二傾念 地米大 サ域
附 ヲ 頁五十斜峻 ナ乃宇 ヲ ーー

近構岩十尺スナ 9 至富 増於
ノ成砂米ノ中 JV 百津 シグ

渓シ質ア角生山 ー，主、4・ 一ー 採ノV

流屠頁 y 閃層地 十在 掘粘
.I 向岩第五g. ..＞、 ノ 米 9 困士
沿概互三岩粘ー ノ プ 難及



一 ヲ帝国 三l方質相，域；砂川 ') J、岸

屠距；方厚於函頁馬 ヲ 岩地該厚＝
ア jV JMi サ タ域岩駒領ノ 域蛙サ露
ゾ約域回出 ト 互燐 ス 薄ノ 目玉川

第十＝尺砂 ジ屠 屠北粘尺ノV

ニ町、於以屠’富ノ 原 ヲ 東土及 ． 
国 ご~· :T 上 九、海下料 挟部及十走、‘．，，

ア富ノ 商i 有＝粘五向．位 J、 J、

ズ粘 ダJE事南 一．． 話I ス布土尺北
粘土色ノ 方露記 JV 街 ヲ ノ 十
土 J、 川西＝ .. , 蛙 毛 ミバ相蛙度
Jず宮坂方‘ア 1〆 目 ノ淡馬目傾商
頁深白溜 J‘主粘 ア黄駒粘
e 岩 ヨ ニ泌主 ト 土 9 色焼土斜
砂 '} .ジ陽、 ト シ俗 沖乃ノ ー北
餐南ァ迩シアユ 積重原尺東
頁方風どタ富 q); 屠暗料乃方

金.. 
、
岩上化於粘様ド 方疋 ト 歪 － ー

i. 

互 異 シ芳生ヨ 稀 礎色ナ三五
種野テ真ヲ '} コえ 及 ヲ シ尺十
中村甚岩産地 J'!' 

．， 
砂 呈叉ノ 度

典：ユタ砂ス匂上 モ ヨ ジ J、亜ナ

挟遁粘質之品 ／ 9 多粘茨ノV
在ス カ頁 ヲ 通 ド 成少土砂断
νノv ~ 岩商~粘 ヲ 凝ヲ 岩層

，・？；，， 厚 里富 、ト方 '.JV 土 渓友克及ニ
ヲ4 道 ム成区峠 Jト 流質原粘 ヨ

ヰム 附 層域附 一日 ーー ヲ 料土 JV
九

尺近 争J ト 近 ti 沿帯ニ ヲ 宅
主主 主 アナ＝ プ ヒ ーフ 供挟ノ

－市

'"・ 寸露 露~産砂 康ノV セ有テ
：及 J、 員、北ス ρ 澗 エE ') ス フ

(I ；八 L〆 v 方之頁 ナ ノ 頁ノV ::/ 
寸宮 第磁 ヲ岩 JV 或岩鹿本
‘1 j 津 一域北砂 地 J、屠ア屠

,, - －・”
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ニ緑ナ調 大四商約白 秋
連色 リ オ』3ミ． 築百東 一 土 田
亙凝 区 ノ 六ノ 里産

シ灰ス域 北十鬼ノ t世 県系
屠岩 ヲ 方一倉 日 J、 日
向居 構地 ニさ山住由 位 住
北 J、 成 ブ ノ ーー UI 利 置
々調 ス 合間連ノ郡及

． 山

東 査 ノV 質流ニ Y 東本 一一
ニ匹 地 シア北方荘地

於
シ域 質 石ノV 方及町勢

アノ －＇・、 海大 J、某ノ ケ

一西 第 川花小商商’ ノレ

般部 一 ＝諒－友東東 白一
ニ大 *.e 注小峠ノ 約
西花 株 ク H 高小ニ 農

土

方海 色 住距 日里 商
ニノ 凝 Lil 四佐竿 務
四西 ？氏 及百山横 技
十方 疋は玉, 鬼四々症

師
五ユ 屠 倉 十腹符

度現 輝 lli 米 ニ道

乃出 石 ノ 一 ア ーー 千
至 シ !lζ ， 間連 9 沿、
六更 山 ノ 瓦日 p、

谷
十ニ 岩 長ス住ノV

度目
類某

1畢 日 山石
ニ住 及住高諜 ．好
傾山 集 鍔山距村
斜ノ 塊 出及六大

之セ北 岩 Jll 大百築
リ 西 及 ノ 森 ニ ョ

矢 凝 浜山，き Y 助
淵 Bt 水高 J、北

1畢 岩 ，，、 距其方

一
九
四



九
五

中 白

ーー 土
脈 J、

朕ニ

ヲ匝

成域

三1 ーー

北 賦

々 存
東 ス

或第
J、 一
北巨

々 域
西 J、

ーー ;J、
走 日
リ 住

厚山

サ ノ

ニ中

尺腹
乃 ーー
~ ア
』 L
ヲ／、

尺白
ユ 土
さ／ J、

プ 紫

其 蘇

厚輝

薄 石

常安

ナ 山
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